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● 由布市広聴事業のご紹介

● 由布市（旧3町）の財政状況

8月号
あらかしの森 林通信も

り
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表紙紹介 ８月―残暑厳しい夏ですが、
旧暦「葉月」の由来はいくつかあるようで
す。有力なのは木の葉が紅葉して落ちる月
「葉落ち月」「葉月」であるという説だそ
うです。
　この時期は各種夏祭りも盛ん。また、
お盆を迎え先祖の供養にと忙しいシーズ
ンでもあります。あわただしさの中、夏の
夜空を彩る花火が明るく照らしてくれる
ことでしょう。
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　「あらかしの木」は由布市に分布するブナ科の常緑樹です。
　この木は粘り強く硬い木で、日本建築の組み木の止め栓とし
て活用されています。この「あらかしの木」が森となるには、長
い年月を要します。
　私たちの「由布市」は、このあらかしの木の生態と特質をまち
づくりに例えて、挾間・庄内・湯布院の風土、文化を大切に継承
しつつ、新生「由布市」のまちづくりを市民と行政が協働の精神
の中から「日本一の桃源郷」づくりを目指しています。『あらか
しの森林（もり）通信』はそのための情報資料です。

あらかしの森林（もり）通信の意味は？

2
3
4

8
17

▲由布市内の貴重な交通手段であるJR久大本線に7月29日から
　新製気動車キハ220形が運行を開始します。通勤・通学・行楽が
　楽しく便利になります。

人
の
動
き

●総  人  口
●男
●女
●世  帯  数

36,707人
17,633人
19,074人
14,553戸

8月1日　※住民基本台帳より

葉
月

〝
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
〞

　

皆
さ
ん
の
お
声
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
！

市
政
懇
談
会

内
容
…
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業

や
こ
れ
か
ら
の
施
策
な
ど
を
市
長
が

市
民
に
説
明
、
ま
た
市
民
と
の
意
見

交
換
な
ど
。

開
催
…
各
校
区
を
基
本
と
し
て
、
全

23
回
の
予
定
で
市
内
を
ま
わ
り
ま
す
。

８
月
２
日
現
在
、
15
会
場
で
開
き
ま

し
た
。

場
所
…
市
が
指
定
す
る
場
所

時
間
…
午
後
７
時
か
ら
約
１
時
間
半

出
席
者
…
市
か
ら
は
市
長
、
助
役
、

総
務
部
長
や
開
催
地
域
出
身
の
部
長

が
出
席
し
ま
す
。

周
知
…
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ

か
、
対
象
自
治
区
内
班
回
覧
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

市
民
対
話
集
会

内
容
…
概
ね
10
人
以
上
の
団
体
や
自

治
区
な
ど
の
要
請
に
応
じ
て
市
長
が

訪
問
し
、
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
出
席

者
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
通
勤

し
て
い
る
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
団

体
、
グ
ル
ー
プ
、
自
治
区
な
ど
。

場
所
…
要
請
団
体
で
確
保
、
準
備
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

時
間
…
１
時
間
半
程
度

出
席
者
…
市
長
ほ
か

申
込
み
…
事
前
に
指
定
の
用
紙
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

日
程
や
時
間
は
事
前
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

※
７
月
現
在
で
２
回
開
催
し
ま
し
た
。

移
動
市
長
室

内
容
…
市
長
が
挾
間
庁
舎
、
湯
布
院

庁
舎
に
半
日
ま
た
は
１
日
在
中
し
、

市
民
と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

対
象
…
１
人
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
懇

談
で
き
ま
す
。

申
込
み
…
事
前
に
受
付
と
な
り
ま
す
。

時
間
…
１
人（
１
グ
ル
ー
プ
）20
分

程
度

開
催
…
開
催
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
各
庁
舎

で
１
回
実
施
し
ま
し
た
。

【
今
後
の
実
施
予
定
】

■
市
内
施
設
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

■
出
前
講
座

◇
な
お
、
市
総
合
計
画
、
交
通
計
画

な
ど
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
求
め

た
い
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在

各
種
懇
談
会
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
で

意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

直
接
、
お
電
話
、
メ
ー
ル
な
ど
で

も
意
見
を
受
け
付
け
ま
す
。　

広
聴
事
業
へ
の
お
問
い
合
せ
は

　

庄
内
庁
舎
総
合
政
策
課

　
広
報
広
聴
係（
内
線
２
２
２
）ま
で
。

ま
た
、
市
政
へ
の
ご
意
見
な
ど
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
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市
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の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

市
は
、
次
の
こ
と
を
中
心
に
市
の

考
え
や
計
画
づ
く
り
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市

職
員
の
情
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

各
事
業
ご
と
の
コ
ー
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ー
を
設
置

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
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寄
り
く
だ
さ
い
。

主
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ー
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予
定
は
次
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と
お
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で
す
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の
総
合
計
画
に
つ
い
て
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の
行
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革
や
財
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市
内
を
走
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に
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て
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・
介
護
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健
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管
理
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⑤
環
境
や
景
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づ
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り
コ
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ど
。
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ー
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ー
に
市
役
所
の
職
員
が

い
ま
す
。
市
の
考
え
や
計
画
に
つ

い
て
懇
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
開
催
日
時
と
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場
】

挾
間
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域
…
８
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日
㈮
10
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か
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は
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ま
未
来
館
２
階
大
研
修

室
〉

湯
布
院
地
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…
８
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28
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㈪
10
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か
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湯
布
院
健
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多
目

的
ホ
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内
地
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…
８
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31
日
㈭
10
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ら〈
庄
内
庁
舎
３
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大
会
議
室
〉

※
懇
談
の
時
間
は
各
コ
ー
ナ
ー
に
よ
り
、

　

制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

＝
由
布
市
広
聴
事
業
の
ご
紹
介
＝

移
動
市
役
所

実
施
の
お
知
ら
せ
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（※1）
・分担金及び負担金(1.7%)
・使用料及び手数料(1.4%)
・諸収入(1.1%)
・財産収入(0.1%)
・寄附金(0.1%未満）

4,865万3,351円
4,008万5,343円
3,113万9,086円
209万8,439円
57万 580円

（※２）
・国庫支出金(3.5%)
・地方消費税交付金(2.5%)
・地方譲与税(1.8%)
・地方特例交付金(1.6%)
・県支出金(1.0%)
・ゴルフ場利用税交付金(0.4%)
・自動車取得税交付金(0.3%)
・利子割交付金(0.2%)
・交通安全対策特別交付金(0.1%)
・配当割交付金(0.1%未満）
・株式等譲渡所得割交付金(0.1%未満）

1億 231万6,280円
7,123万8,000円
5,106万7,000円
4,497万8,000円
3,040万1,659円
1,271万3,197円
988万4,000円
487万8,000円
176万1,000円
78万5,000円
1万8,000円

旧挾間町一般会計決算（平成17年4月～9月）

［歳入］

※割合は小数点以下は調整しています。

［歳出］

町税（26.2％）
7億6,008万
5,691円

その他
（11.4％）
※2

その他
※3

その他
※1

繰入金
（11％）
3億2,016万
9,731円

地方交付金
（39.8％）
11億5,435万
9,000円

自依

存 主

財財

源

48.8％

源
51.2％

土木費（5.1％）1億5,302万1,453円

消防費（5.0％）1億4,963万7,037円

教育費（9.0％）
2億7,252万
985円

衛生費（6.1％）1億8,485万9,244円

繰越金（7.3％）2億1,167万8,615円

民生費（25.9％）
7億8,154万
7,327円

災害復旧費
（14.8％）
4億4,650万
933円

総務費
（12.8％）
3億8,440万
4,802円

公債費
（15.7％）
4億7,240万
8,265円

　 会 計 名 　

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健 医 療

公共用地先行取得事業

農 業 集 落 排 水

公 共 下 水 道

介 護 保 険

歳　　入

5億6,384万9,565円

7億9,654万8,611円

215万1,991円

4,309万1,707円

955万7,152円

5億 605万 283円

歳　　出

6億1,868万7,357円

7億4,894万 559円

214万9,647円

2,628万1,817円

778万9,048円

4億1,173万9,385円

［特別会計］

（※３）
・農林水産業費(2.1%)
・議会費(1.8%)
・諸支出金(1.1%)
・商工費(0.4%)
・労働費(0.2%)

6,459万8,167円
5,478万6,637円
3,171万4,345円
1,125万5,409円
456万1,086円

合　計
30億1,181万
5,690円

合　計
28億9,887万
9,972円

　

大
分
郡
３
町
の
合
併
に
よ
り
、
各
町
の
平
成
17
年
度
の
決
算
は
平
成
17
年
９
月
30
日
で
打
ち
切
り
決
算
と
い
う
こ
と
で
新
市

に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今
回
の
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
３
町
の
各
会
計
の
決
算
収
支
額
及
び
歳

計
現
金
、
財
産
並
び
に
基
金
は
、
債
務
と
と
も
に
新
市
へ
適
正
に
継
承
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
主
眼
に
お
き
実
施
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
各
会
計
の
決
算
表
示
の
計
数
は
、
関
係
諸
票
等
と
合
致
し
て
お
り
、
決
算
収
支
額
、
歳
計
現
金
、
財
産
、
基
金
、

債
務
等
は
、
新
市
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
赤
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
会
計
に
つ
い
て
は
、
打
ち
切
り
決
算
を
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
歳
入
不
足

額
に
つ
い
て
は
、
一
時
借
入
金
等
の
充
用
、
歳
計
現
金
の
繰
替
流
用
等
で
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
主
な
意
見
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て

　

税
等
の
平
成
16
年
度
の
滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度
へ
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
依
存
財
源
の
厳
し
さ
が
避
け
ら

れ
な
い
現
状
下
、
市
民
の
受
益
の
公
平
性
の
面
か
ら
も
、
収
納
率
向
上
に
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
を
願
い
た
い
。

　

ま
た
、
基
金
繰
入
で
財
政
調
整
基
金
等
に
つ
い
て
は
取
り
崩
し
が
続
い
て
お
り
、
財
産
の
整
理
も
含
め
、
抜
本
的
な
対
策
が

必
要
で
す
。

歳
出
に
つ
い
て

　

主
と
し
て
、
農
業
・
土
木
災
害
復
旧
工
事
、
町
営
住
宅
の
整
備
、
防
衛
関
連
に
よ
る
道
路
整
備
、
学
校
の
施
設
整
備
等
、
ま
た
、

合
併
の
準
備
と
し
て
、
電
算
整
備
、
町
の
歴
史
保
存
事
業
、
分
庁
舎
方
式
に
係
る
庁
舎
整
備
等
、
合
併
準
備
作
業
等
で
慌
た
だ

し
い
中
で
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

財
政
指
数
等
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
触
れ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
財
政
運
営
を
求
め
ら

れ
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
に
依
存
し
て
い
る
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
し
金
に
つ
い
て
も
、
市
民
に
合
意
を
得
ら
れ
る

今
後
の
方
向
性
の
明
確
化
が
必
要
で
あ
り
、
行
財
政
改
革
等
に
よ
り
、
よ
り
計
画
的
、
効
率
的
な
事
業
の
推
進
と
地
域
を
生
か

し
た
由
布
市
に
相
応
し
い
財
政
運
営
を
望
み
ま
す
。

平
成
17
年
度
旧
３
町
の
決
算
審
査
を
終
え
て

旧
3
町
の
平
成
17
年
度（
4
月
〜
9
月
）の
決
算
審
査
に
つい
て
市
監
査
委
員
の
意
見
で
す
。

市
監
査
委
員　

宮
﨑
亮
一
・
吉
村
幸
治

　

地
方
自
治
法
第
２
3
３
条
の
第
6
項
に
基
づ
き
、平
成
17
年
度
旧
３
町（
挾
間
町
・
庄
内
町
・
湯
布
院
町
）の
決
算
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
新
市
合
併
前
旧
団
体
の
歳
入
歳
出
予
算
執
行
状
況
な
ど
、
財
政
運
営
に
係
る
諸
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
旧
町
ご

と
の
前
年
度
決
算
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

期
間
は
由
布
市
合
併
前
ま
で
の
期
間（
平
成
17
年
４
月
〜
９
月
）と
な
り
ま
す
。

「
由
布
市（
旧
3
町
）の
決
算
状
況
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



2006.8④⑤2006.8

（※1）
・分担金及び負担金(1.7%)
・使用料及び手数料(1.4%)
・諸収入(1.1%)
・財産収入(0.1%)
・寄附金(0.1%未満）

4,865万3,351円
4,008万5,343円
3,113万9,086円
209万8,439円
57万 580円

（※２）
・国庫支出金(3.5%)
・地方消費税交付金(2.5%)
・地方譲与税(1.8%)
・地方特例交付金(1.6%)
・県支出金(1.0%)
・ゴルフ場利用税交付金(0.4%)
・自動車取得税交付金(0.3%)
・利子割交付金(0.2%)
・交通安全対策特別交付金(0.1%)
・配当割交付金(0.1%未満）
・株式等譲渡所得割交付金(0.1%未満）

1億 231万6,280円
7,123万8,000円
5,106万7,000円
4,497万8,000円
3,040万1,659円
1,271万3,197円
988万4,000円
487万8,000円
176万1,000円
78万5,000円
1万8,000円

旧挾間町一般会計決算（平成17年4月～9月）

［歳入］

※割合は小数点以下は調整しています。

［歳出］

町税（26.2％）
7億6,008万
5,691円

その他
（11.4％）
※2

その他
※3

その他
※1

繰入金
（11％）
3億2,016万
9,731円

地方交付金
（39.8％）
11億5,435万
9,000円

自依

存 主

財財

源

48.8％

源
51.2％

土木費（5.1％）1億5,302万1,453円

消防費（5.0％）1億4,963万7,037円

教育費（9.0％）
2億7,252万
985円

衛生費（6.1％）1億8,485万9,244円

繰越金（7.3％）2億1,167万8,615円

民生費（25.9％）
7億8,154万
7,327円

災害復旧費
（14.8％）
4億4,650万
933円

総務費
（12.8％）
3億8,440万
4,802円

公債費
（15.7％）
4億7,240万
8,265円

　 会 計 名 　

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健 医 療

公共用地先行取得事業

農 業 集 落 排 水

公 共 下 水 道

介 護 保 険

歳　　入

5億6,384万9,565円

7億9,654万8,611円

215万1,991円

4,309万1,707円

955万7,152円

5億 605万 283円

歳　　出

6億1,868万7,357円

7億4,894万 559円

214万9,647円

2,628万1,817円

778万9,048円

4億1,173万9,385円

［特別会計］

（※３）
・農林水産業費(2.1%)
・議会費(1.8%)
・諸支出金(1.1%)
・商工費(0.4%)
・労働費(0.2%)

6,459万8,167円
5,478万6,637円
3,171万4,345円
1,125万5,409円
456万1,086円

合　計
30億1,181万
5,690円

合　計
28億9,887万
9,972円

　

大
分
郡
３
町
の
合
併
に
よ
り
、
各
町
の
平
成
17
年
度
の
決
算
は
平
成
17
年
９
月
30
日
で
打
ち
切
り
決
算
と
い
う
こ
と
で
新
市

に
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今
回
の
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
３
町
の
各
会
計
の
決
算
収
支
額
及
び
歳

計
現
金
、
財
産
並
び
に
基
金
は
、
債
務
と
と
も
に
新
市
へ
適
正
に
継
承
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
主
眼
に
お
き
実
施
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
各
会
計
の
決
算
表
示
の
計
数
は
、
関
係
諸
票
等
と
合
致
し
て
お
り
、
決
算
収
支
額
、
歳
計
現
金
、
財
産
、
基
金
、

債
務
等
は
、
新
市
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
赤
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
会
計
に
つ
い
て
は
、
打
ち
切
り
決
算
を
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
歳
入
不
足

額
に
つ
い
て
は
、
一
時
借
入
金
等
の
充
用
、
歳
計
現
金
の
繰
替
流
用
等
で
措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
主
な
意
見
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て

　

税
等
の
平
成
16
年
度
の
滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度
へ
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
依
存
財
源
の
厳
し
さ
が
避
け
ら

れ
な
い
現
状
下
、
市
民
の
受
益
の
公
平
性
の
面
か
ら
も
、
収
納
率
向
上
に
よ
り
一
層
の
取
り
組
み
を
願
い
た
い
。

　

ま
た
、
基
金
繰
入
で
財
政
調
整
基
金
等
に
つ
い
て
は
取
り
崩
し
が
続
い
て
お
り
、
財
産
の
整
理
も
含
め
、
抜
本
的
な
対
策
が

必
要
で
す
。

歳
出
に
つ
い
て

　

主
と
し
て
、
農
業
・
土
木
災
害
復
旧
工
事
、
町
営
住
宅
の
整
備
、
防
衛
関
連
に
よ
る
道
路
整
備
、
学
校
の
施
設
整
備
等
、
ま
た
、

合
併
の
準
備
と
し
て
、
電
算
整
備
、
町
の
歴
史
保
存
事
業
、
分
庁
舎
方
式
に
係
る
庁
舎
整
備
等
、
合
併
準
備
作
業
等
で
慌
た
だ

し
い
中
で
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

財
政
指
数
等
に
つ
い
て
は
、
今
回
は
触
れ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
ま
す
ま
す
厳
し
い
財
政
運
営
を
求
め
ら

れ
ま
す
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
に
依
存
し
て
い
る
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
し
金
に
つ
い
て
も
、
市
民
に
合
意
を
得
ら
れ
る

今
後
の
方
向
性
の
明
確
化
が
必
要
で
あ
り
、
行
財
政
改
革
等
に
よ
り
、
よ
り
計
画
的
、
効
率
的
な
事
業
の
推
進
と
地
域
を
生
か

し
た
由
布
市
に
相
応
し
い
財
政
運
営
を
望
み
ま
す
。

平
成
17
年
度
旧
３
町
の
決
算
審
査
を
終
え
て

旧
3
町
の
平
成
17
年
度（
4
月
〜
9
月
）の
決
算
審
査
に
つい
て
市
監
査
委
員
の
意
見
で
す
。

市
監
査
委
員　

宮
﨑
亮
一
・
吉
村
幸
治

　

地
方
自
治
法
第
２
3
３
条
の
第
6
項
に
基
づ
き
、平
成
17
年
度
旧
３
町（
挾
間
町
・
庄
内
町
・
湯
布
院
町
）の
決
算
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
新
市
合
併
前
旧
団
体
の
歳
入
歳
出
予
算
執
行
状
況
な
ど
、
財
政
運
営
に
係
る
諸
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
旧
町
ご

と
の
前
年
度
決
算
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

期
間
は
由
布
市
合
併
前
ま
で
の
期
間（
平
成
17
年
４
月
〜
９
月
）と
な
り
ま
す
。

「
由
布
市（
旧
3
町
）の
決
算
状
況
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



2006.8⑥⑦2006.8

（※1）
・繰入金(6.5%)
・使用料及び手数料(2.6%)
・分担金及び負担金(1.1%)
・財産収入(0.5%)
・諸収入(0.4%)
・寄附金(0.1%)

1億5,497万8,077円
6,237万8,603円
2,633万1,851円
1,169万 124円
1,075万1,235円
165万2,500円

（※２）
・国庫支出金(5.2%)
・地方消費税交付金(2.9%)
・地方譲与税(1.6%)
・地方特例交付金(1.3%)
・県支出金(0.8%)
・自動車取得税交付金(0.3%)
・ゴルフ場利用税交付金(0.2%)
・利子割交付金(0.2%)
・交通安全対策特別交付金(0.1%)
・配当割交付金(0.1%未満）
・株式等譲渡所得割交付金(0.１%未満）

1億2,474万3,120円
6,899万3,000円
3,897万1,000円
3,195万3,000円
1,810万7,115円
732万2,000円
451万8,324円
399万8,000円
136万7,000円
64万3,000円
1万5,000円

旧湯布院町一般会計決算（平成17年4月～9月）

［歳入］

※割合は小数点以下は調整しています。

［歳出］

［特別会計］

（※３）
・土木費(4.9%)
・農林水産業費(4.8%)
・商工費(2.1%)
・議会費(2.1%)
・災害復旧費(0.7%)
・諸支出金(0.1%未満）

1億1,209万9,194円
1億 963万7,218円
4,915万5,684円
4,729万9,503円
1,582万8,043円
71万2,415円

町税（46.3％）
11億885万
2,633円

その他
※2

その他
※3

繰越金
（10％）

2億3,965万448円

地方交付金
（19.9％）
4億7,755万
8,000円

自

依
存

主

財

財

源
67.5％

源
32.5％

合　計
23億472万
2,559円

合　計
23億9,447万
4,030円

消防費（6.7％）1億5,499万3,962円

教育費（9.8％）2億2,611万8,710円

公債費（9.3％）2億1,487万5,626円

その他
※1

総務費
（23.8％）
5億4,818万
6,472円

衛生費（14.0％）
3億2,278万
2,564円

民生費
（21.8％）
5億303万
3,168円

　 会 計 名 　

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

健康温泉館事業

簡 易 水 道 事 業

介 護 保 険

歳　　入

4億8,560万7,223円

7億2,837万5,596円

1億6,190万5,587円

5,661万8,343円

3億7,455万7,165円

歳　　出

4億5,478万7,286円

6億9,411万8,967円

8,582万7,323円

7,140万5,475円

3億2,082万2,194円

（※1）
・繰入金(4.8%)
・使用料及び手数料(1.3%)
・諸収入(0.4%)
・財産収入(0.1%)
・寄附金(0.1%未満）

1億3,122万6,777円
3,503万1,218円
1,080万5,679円
328万8,231円
1万円

（※２）
・国庫支出金(2.4%)
・地方消費税交付金(1.6%)
・地方譲与税(1.4%)
・県支出金(0.9%)
・地方特例交付金(0.6%)
・自動車取得税交付金(0.3%)
・利子割交付金(0.1%)
・交通安全対策特別交付金(0.1%未満）
・配当割交付金(0.1%未満）
・株式等譲渡所得割交付金(0.1%未満）

6,623万9,380円
4,195万7,000円
3,833万8,000円
2,522万3,797円
1,574万1,000円
850万円
214万4,000円
104万1,000円
34万5,000円

8,000円

旧庄内町一般会計決算（平成17年4月～9月）

［歳入］

※割合は小数点以下は調整しています。

［歳出］

繰越金（14.4％）
3億9,159万2,022円

町税（13.5％）
3億6,834万
1,251円

その他
※2

その他
※3

その他
※1

地方交付金
（50,2％）
13億6,469万
5,000円

自
依

存
主

財
財 源

42.5％
源
57.5％

消防費（5.2％）1億2,431万6,430円

衛生費（7.7％）
1億8,434万
8,084円

教育費（7.4％）1億7,600万6,802円

分担金及び負担金（8.0％）2億1,656万6,664円

民生費（26.5％）
6億3,301万
2,679円

総務費
（17.3％）
4億1,307万
1,356円公債費

（13.7％）
3億2,756万
7,144円

土木費
（11.5％）
2億7,415万
9,705円

　 会 計 名 　

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

農 業 集 落 排 水

簡 易 水 道 事 業

介 護 保 険

歳　　入

4億2,305万5,680円

7億3,491万6,050円

3,721万3,588円

8,506万3,035円

4億1,439万8,562円

歳　　出

4億1,611万1,135円

7億3,173万8,647円

2,700万9,254円

8,262万1,643円

3億7,378万4,138円

［特別会計］

（※３）
・農林水産業費(4.9%)
・災害復旧費(3.0%)
・議会費(2.1%)
・商工費(0.7%)
・労働費(0.1%未満)

1億1,688万5,236円
7,275万7,119円
4,912万3,813円
1,630万8,462円
19万8,000円

合　計
23億8,775万
4,830円

合　計
27億2,109万
4,019円



2006.8⑥⑦2006.8

（※1）
・繰入金(6.5%)
・使用料及び手数料(2.6%)
・分担金及び負担金(1.1%)
・財産収入(0.5%)
・諸収入(0.4%)
・寄附金(0.1%)

1億5,497万8,077円
6,237万8,603円
2,633万1,851円
1,169万 124円
1,075万1,235円
165万2,500円

（※２）
・国庫支出金(5.2%)
・地方消費税交付金(2.9%)
・地方譲与税(1.6%)
・地方特例交付金(1.3%)
・県支出金(0.8%)
・自動車取得税交付金(0.3%)
・ゴルフ場利用税交付金(0.2%)
・利子割交付金(0.2%)
・交通安全対策特別交付金(0.1%)
・配当割交付金(0.1%未満）
・株式等譲渡所得割交付金(0.１%未満）

1億2,474万3,120円
6,899万3,000円
3,897万1,000円
3,195万3,000円
1,810万7,115円
732万2,000円
451万8,324円
399万8,000円
136万7,000円
64万3,000円
1万5,000円

旧湯布院町一般会計決算（平成17年4月～9月）

［歳入］

※割合は小数点以下は調整しています。

［歳出］

［特別会計］

（※３）
・土木費(4.9%)
・農林水産業費(4.8%)
・商工費(2.1%)
・議会費(2.1%)
・災害復旧費(0.7%)
・諸支出金(0.1%未満）

1億1,209万9,194円
1億 963万7,218円
4,915万5,684円
4,729万9,503円
1,582万8,043円
71万2,415円

町税（46.3％）
11億885万
2,633円

その他
※2

その他
※3

繰越金
（10％）

2億3,965万448円

地方交付金
（19.9％）
4億7,755万
8,000円

自

依
存

主

財

財

源
67.5％

源
32.5％

合　計
23億472万
2,559円

合　計
23億9,447万
4,030円

消防費（6.7％）1億5,499万3,962円

教育費（9.8％）2億2,611万8,710円

公債費（9.3％）2億1,487万5,626円

その他
※1

総務費
（23.8％）
5億4,818万
6,472円

衛生費（14.0％）
3億2,278万
2,564円

民生費
（21.8％）
5億303万
3,168円

　 会 計 名 　

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

健康温泉館事業

簡 易 水 道 事 業

介 護 保 険

歳　　入

4億8,560万7,223円

7億2,837万5,596円

1億6,190万5,587円

5,661万8,343円

3億7,455万7,165円

歳　　出

4億5,478万7,286円

6億9,411万8,967円

8,582万7,323円

7,140万5,475円

3億2,082万2,194円

（※1）
・繰入金(4.8%)
・使用料及び手数料(1.3%)
・諸収入(0.4%)
・財産収入(0.1%)
・寄附金(0.1%未満）

1億3,122万6,777円
3,503万1,218円
1,080万5,679円
328万8,231円
1万円

（※２）
・国庫支出金(2.4%)
・地方消費税交付金(1.6%)
・地方譲与税(1.4%)
・県支出金(0.9%)
・地方特例交付金(0.6%)
・自動車取得税交付金(0.3%)
・利子割交付金(0.1%)
・交通安全対策特別交付金(0.1%未満）
・配当割交付金(0.1%未満）
・株式等譲渡所得割交付金(0.1%未満）

6,623万9,380円
4,195万7,000円
3,833万8,000円
2,522万3,797円
1,574万1,000円
850万円
214万4,000円
104万1,000円
34万5,000円

8,000円

旧庄内町一般会計決算（平成17年4月～9月）

［歳入］

※割合は小数点以下は調整しています。

［歳出］

繰越金（14.4％）
3億9,159万2,022円

町税（13.5％）
3億6,834万
1,251円

その他
※2

その他
※3

その他
※1

地方交付金
（50,2％）
13億6,469万
5,000円

自
依

存
主

財
財 源

42.5％
源
57.5％

消防費（5.2％）1億2,431万6,430円

衛生費（7.7％）
1億8,434万
8,084円

教育費（7.4％）1億7,600万6,802円

分担金及び負担金（8.0％）2億1,656万6,664円

民生費（26.5％）
6億3,301万
2,679円

総務費
（17.3％）
4億1,307万
1,356円公債費

（13.7％）
3億2,756万
7,144円

土木費
（11.5％）
2億7,415万
9,705円

　 会 計 名 　

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

農 業 集 落 排 水

簡 易 水 道 事 業

介 護 保 険

歳　　入

4億2,305万5,680円

7億3,491万6,050円

3,721万3,588円

8,506万3,035円

4億1,439万8,562円

歳　　出

4億1,611万1,135円

7億3,173万8,647円

2,700万9,254円

8,262万1,643円

3億7,378万4,138円

［特別会計］

（※３）
・農林水産業費(4.9%)
・災害復旧費(3.0%)
・議会費(2.1%)
・商工費(0.7%)
・労働費(0.1%未満)

1億1,688万5,236円
7,275万7,119円
4,912万3,813円
1,630万8,462円
19万8,000円

合　計
23億8,775万
4,830円

合　計
27億2,109万
4,019円



2006.8⑧⑨2006.8

市政だより市政だより

　

任
期
満
了
に
伴
う
由
布
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
、
平
成
18
年
９
月

10
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
今
後
３
年
間
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
代
表
者
を
選
ぶ

大
切
な
選
挙
と
な
り
ま
す
。
由
布
市
の
農
業
発
展
の
た
め
に
、
あ
な
た
の

大
切
な
１
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

●
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方

は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被

保
険
者
で
あ
っ
て
年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
し
て
い
る
方
は
、
誰
で
も

加
入
で
き
ま
す
。
配
偶
者
・
後
継
者

な
ど
家
族
従
事
者
の
方
も
加
入
で
き

ま
す
。

●
過
去
4
年
間
の
通
算
利
回
り

は
、
年
平
均
5.
4
4
%

　

自
分
の
年
金
原
資
を
自
分
で
積
み

立
て
る
確
定
拠
出
型
の
年
金
で
す
。

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標

に
向
け
て
、
保
険
料（
月
額
2
万
円

〜
6
万
7
千
円
）を
自
由
に
決
め
、

経
営
の
状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て

い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

●
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り

ま
す
。　

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所

得
税
・
住
民
税
が
節
税
に
な
り
ま

す
。

●
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
の
終

身
年
金
で
す
。

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65
歳

か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
仮
に
、
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年

金
を
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支

給
し
ま
す
。

●
認
定
農
業
者
の
皆
様
は
、
保

険
料
の
国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

農
業
の
担
い
手
と
し
て
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の
国

庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会 

（
☎
０
９
７
ー
５
８
３

ー
１
１
１
１ 

内
線
１
３
５
２
）

※
詳
細
な
農
業
者
年
金
の
内
容
や
ご

相
談
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
投
票
で
き
る
人

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
で
投
票
で
き
る
の
は
、
次
の
要
件
に
全
て
該
当
し
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿（
平
成
18
年
３
月
31
日
確
定
）に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

⑴
由
布
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

　

⑵
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

　

⑶
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

　
　

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕
作
の
業
務
を
営
む
者

　
　

②
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者（
耕
作
従
事
日
数

　
　
　

が
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
あ
る
と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
者
）

　
　

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

　
　
　

員
、
社
員
ま
た
は
株
主（
耕
作
従
事
日
数
が
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
あ
る
と

　
　
　

農
業
委
員
会
が
認
め
た
者
）

■
期
日
前
投
票
及
び
不
在
者
投
票

　

仕
事
や
用
事
等
で
投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
又
は
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
所
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
設
置
さ
れ
ま
す
。

《
期
間
》

　

９
月
４
日
㈪
〜
９
月
９
日
㈯　

毎
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

《
場
所
》

（
挾
間
選
挙
区
）
由
布
市
役
所
挾
間
庁
舎
２
階
会
議
室

（
庄
内
選
挙
区
）
由
布
市
役
所
庄
内
庁
舎
２
階
中
会
議
室

（
湯
布
院
選
挙
区
）
由
布
市
役
所
湯
布
院
庁
舎
２
階
会
議
室

■
投
票
所

　

次
の
区
域
は
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
以
外
の
選
挙
の
と
き
と
投
票
所
が
変
わ
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
投
票
所
で
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
以
外
の
選
挙
の
と
き
よ
り
、

投
票
所
を
閉
じ
る
時
刻
が
２
時
間
繰
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

由
布
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
1
１
１
１

新
し
い
農
業
者
年
金
に

　
　
　
　

加
入
し
ま
し
ょ
う

由布市職員を　　　　します募 集 由
布
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
お
知
ら
せ

告
示
日 

● 
９
月
３
日
㈰　
　
投
票
日 

● 

９
月
10 
日
㈰

平成18年度 由布市職員採用試験

■採用職種・採用予定数

■受験資格
⑴ 一般行政職（身体障がい者含む）・保健師
　・性別、日本国籍の有無は問いません。
　・昭和56年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた人
　 ・保健師については、昭和56年４月２日から昭和61年４月１日までに生まれた人で、保健師免許取得の人、
　　または、平成19年３月31日までの資格取得見込みの人
　 ・身体障がい者の人は、上記の条件と、  ①身体障害者福祉法第15条に定める身体障害者の手帳を受けている
　　人  ②自力による運動ができ、かつ、介助なしに職務の遂行が可能な人  ③活字印刷物による出題に対応で
　　きる人

⑵ 消防士（男性）
　・消防士は、日本国籍を有する人で、昭和56年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた人
　　なお、救急救命士資格取得者は、昭和51年４月２日から昭和61年４月１日までに生まれた人（平成19年３
　　月31日までの国家試験資格取得見込みの人を含む）
　・視力（矯正視力を含む）が、両眼で1.0以上、かつ、一眼でそれぞれ0.5以上、聴力・色覚が正常で、四肢い
　　ずれも正常な人（体力試験（テスト）用診断書が必要）
　 ・消防士については、採用後は業務の都合上、由布市内に居住することを原則とします。

⑶ すべての職種とも地方公務員法第16条に該当しない人

■受付期間 ８月17日㈭～９月６日㈬〈土曜・日曜は除く〉
午前８時30分～午後５時
※郵送の場合は、９月６日㈬までの消印有効

■受験申込書の受付・請求・問い合わせ
　由布市役所総務課（☎097－582－1111 内線205、206）
　〒879－5498　由布市庄内町柿原302番地
　由布市消防本部〈消防士のみ〉（ ☎097－583－1500 内線21、22）
　〒879－5521　由布市挾間町鬼瀬17番地１

※郵便で受験申込書を請求する場合は、封筒の表に「受験申込書請求」と朱書し、あて先を明記し、返信用封筒を同封して総務課ま
　で請求してください。返信用封筒は、非定型封筒を使用し、120円切手を貼ってください。
※職員採用試験案内と申込用紙は、挾間振興局地域振興課、湯布院振興局地域振興課及び由布市消防本部にも置いています。また、
　由布市のホームページでもお知らせしています。

■試　験　日 第一次試験日　10月15日㈰
第二次試験日　11月上旬予定（第一次試験合格者に通知）

■受験場所 大分東明高等学校（大分市千代町２丁目４－４）

○一般行政職
○一般行政職（身体障がい者枠）
○保健師
○消防士

………………………………………… 若干名
……………………… １人

………………………………………………… １人
……………………………………………… 若干名

あなたの力を
  求めます！

▼消防士も募集します

選
挙
区

挾

間

湯
布
院

投

票

所

挾
間
小
学
校
体
育
館

由
布
院
小
学
校
体
育
館

　

区

域

　

下
市
、挾
間
の
内
鶴
田
、鬼
崎
の
内
鬼
崎

川
上
の
内
津
江
、岳
本
、湯
の
坪
、中
島
、佐
土
原
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任
期
満
了
に
伴
う
由
布
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
が
、
平
成
18
年
９
月

10
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
今
後
３
年
間
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
代
表
者
を
選
ぶ

大
切
な
選
挙
と
な
り
ま
す
。
由
布
市
の
農
業
発
展
の
た
め
に
、
あ
な
た
の

大
切
な
１
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

●
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方

は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被

保
険
者
で
あ
っ
て
年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
し
て
い
る
方
は
、
誰
で
も

加
入
で
き
ま
す
。
配
偶
者
・
後
継
者

な
ど
家
族
従
事
者
の
方
も
加
入
で
き

ま
す
。

●
過
去
4
年
間
の
通
算
利
回
り

は
、
年
平
均
5.
4
4
%

　

自
分
の
年
金
原
資
を
自
分
で
積
み

立
て
る
確
定
拠
出
型
の
年
金
で
す
。

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標

に
向
け
て
、
保
険
料（
月
額
2
万
円

〜
6
万
7
千
円
）を
自
由
に
決
め
、

経
営
の
状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て

い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

●
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
り

ま
す
。　

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所

得
税
・
住
民
税
が
節
税
に
な
り
ま

す
。

●
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
の
終

身
年
金
で
す
。

　

農
業
者
老
齢
年
金
は
、
原
則
65
歳

か
ら
生
涯
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
仮
に
、
80
歳
前
に
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で
に
受
け
取

れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
農
業
者
老
齢
年

金
を
死
亡
一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支

給
し
ま
す
。

●
認
定
農
業
者
の
皆
様
は
、
保

険
料
の
国
庫
補
助
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

農
業
の
担
い
手
と
し
て
一
定
の
要

件
を
満
た
す
方
に
は
、
保
険
料
の
国

庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。　

問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会 

（
☎
０
９
７
ー
５
８
３

ー
１
１
１
１ 

内
線
１
３
５
２
）

※
詳
細
な
農
業
者
年
金
の
内
容
や
ご

相
談
に
つ
い
て
は
、
農
業
委
員
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
投
票
で
き
る
人

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
で
投
票
で
き
る
の
は
、
次
の
要
件
に
全
て
該
当
し
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿（
平
成
18
年
３
月
31
日
確
定
）に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

⑴
由
布
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

　

⑵
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

　

⑶
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

　
　

①
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕
作
の
業
務
を
営
む
者

　
　

②
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者（
耕
作
従
事
日
数

　
　
　

が
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
あ
る
と
農
業
委
員
会
が
認
め
た
者
）

　
　

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
い
て
耕
作
の
業
務
を
営
む
農
業
生
産
法
人
の
組
合

　
　
　

員
、
社
員
ま
た
は
株
主（
耕
作
従
事
日
数
が
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
あ
る
と

　
　
　

農
業
委
員
会
が
認
め
た
者
）

■
期
日
前
投
票
及
び
不
在
者
投
票

　

仕
事
や
用
事
等
で
投
票
日
に
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
又
は
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
期
日
前
投
票
所
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
設
置
さ
れ
ま
す
。

《
期
間
》

　

９
月
４
日
㈪
〜
９
月
９
日
㈯　

毎
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

《
場
所
》

（
挾
間
選
挙
区
）
由
布
市
役
所
挾
間
庁
舎
２
階
会
議
室

（
庄
内
選
挙
区
）
由
布
市
役
所
庄
内
庁
舎
２
階
中
会
議
室

（
湯
布
院
選
挙
区
）
由
布
市
役
所
湯
布
院
庁
舎
２
階
会
議
室

■
投
票
所

　

次
の
区
域
は
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
以
外
の
選
挙
の
と
き
と
投
票
所
が
変
わ
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
投
票
所
で
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
以
外
の
選
挙
の
と
き
よ
り
、

投
票
所
を
閉
じ
る
時
刻
が
２
時
間
繰
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

由
布
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
1
１
１
１

新
し
い
農
業
者
年
金
に

　
　
　
　

加
入
し
ま
し
ょ
う

由布市職員を　　　　します募 集 由
布
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
お
知
ら
せ

告
示
日 

● 

９
月
３
日
㈰　
　
投
票
日 

● 

９
月
10 
日
㈰

平成18年度 由布市職員採用試験

■採用職種・採用予定数

■受験資格
⑴ 一般行政職（身体障がい者含む）・保健師
　・性別、日本国籍の有無は問いません。
　・昭和56年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた人
　 ・保健師については、昭和56年４月２日から昭和61年４月１日までに生まれた人で、保健師免許取得の人、
　　または、平成19年３月31日までの資格取得見込みの人
　 ・身体障がい者の人は、上記の条件と、  ①身体障害者福祉法第15条に定める身体障害者の手帳を受けている
　　人  ②自力による運動ができ、かつ、介助なしに職務の遂行が可能な人  ③活字印刷物による出題に対応で
　　きる人

⑵ 消防士（男性）
　・消防士は、日本国籍を有する人で、昭和56年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた人
　　なお、救急救命士資格取得者は、昭和51年４月２日から昭和61年４月１日までに生まれた人（平成19年３
　　月31日までの国家試験資格取得見込みの人を含む）
　・視力（矯正視力を含む）が、両眼で1.0以上、かつ、一眼でそれぞれ0.5以上、聴力・色覚が正常で、四肢い
　　ずれも正常な人（体力試験（テスト）用診断書が必要）
　 ・消防士については、採用後は業務の都合上、由布市内に居住することを原則とします。

⑶ すべての職種とも地方公務員法第16条に該当しない人

■受付期間 ８月17日㈭～９月６日㈬〈土曜・日曜は除く〉
午前８時30分～午後５時
※郵送の場合は、９月６日㈬までの消印有効

■受験申込書の受付・請求・問い合わせ
　由布市役所総務課（☎097－582－1111 内線205、206）
　〒879－5498　由布市庄内町柿原302番地
　由布市消防本部〈消防士のみ〉（ ☎097－583－1500 内線21、22）
　〒879－5521　由布市挾間町鬼瀬17番地１

※郵便で受験申込書を請求する場合は、封筒の表に「受験申込書請求」と朱書し、あて先を明記し、返信用封筒を同封して総務課ま
　で請求してください。返信用封筒は、非定型封筒を使用し、120円切手を貼ってください。
※職員採用試験案内と申込用紙は、挾間振興局地域振興課、湯布院振興局地域振興課及び由布市消防本部にも置いています。また、
　由布市のホームページでもお知らせしています。

■試　験　日 第一次試験日　10月15日㈰
第二次試験日　11月上旬予定（第一次試験合格者に通知）

■受験場所 大分東明高等学校（大分市千代町２丁目４－４）

○一般行政職
○一般行政職（身体障がい者枠）
○保健師
○消防士

………………………………………… 若干名
……………………… １人

………………………………………………… １人
……………………………………………… 若干名

あなたの力を
  求めます！

▼消防士も募集します

選
挙
区

挾

間

湯
布
院

投

票

所

挾
間
小
学
校
体
育
館

由
布
院
小
学
校
体
育
館

　

区

域

　

下
市
、挾
間
の
内
鶴
田
、鬼
崎
の
内
鬼
崎

川
上
の
内
津
江
、岳
本
、湯
の
坪
、中
島
、佐
土
原
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先
月
号
の「
Y
U
F
U
C
i
t
y

情
報
広
場
⁄
市
報
ゆ
ふ
」５
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
６
月
23

日
に
庄
内
中
学
３
年
生
の
生
徒
代
表

が
、
首
藤
市
長
へ
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て
紙
面
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

「
由
布
市
長　

首
藤　

奉
文　

様　

　

私
た
ち
庄
内
中
学
校
３
年
生
は
今

年
度
よ
り「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｐ
」の

名
の
も
と
、
平
和
に
つ
い
て
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、

３
年
生
全
員
の
思
い
を
お
手
紙
と
い

う
形
で
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
第
１
回
の
平
和
授
業
で

「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」と
い
う
一
青
窈
さ

ん
の
曲
を
聴
き
ま
し
た
。
こ
の
曲
で

は
、
世
界
の
平
和
・
ア
メ
リ
カ
の

９
・
11
テ
ロ
に
つ
い
て
歌
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の

授
業
の
後
に
み
ん
な
で
平
和
の
活
動

で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
し
た
い
の
か

を
考
え
ま
し
た
。

　

す
る
と
た
く
さ
ん
の
人
に
平
和
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
呼
び
か
け

を
し
た
り
し
た
い
と
い
う
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
の
中
学
校
に
英

語
で
エ
ア
メ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
次
の
平
和
授
業
で「
ア
メ

リ
カ
が
も
し
１
０
０
人
の
村
だ
っ
た

ら
」と
い
う
本
の
話
な
ど
を
し
ま
し

た
。
自
分
が
ど
れ
だ
け
平
和
で
裕
福

な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
か
実
感
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
時
に
今
の

紛
争
地
で
お
き
て
い
る
戦
争
な
ど
の

様
子
を
写
真
で
見
ま
し
た
。
そ
の
写

真
を
見
て
い
る
だ
け
で
、
怖
く
て
泣

き
そ
う
な
く
ら
い
の
恐
怖
を
覚
え
ま

し
た
。
そ
の
時
か
ら
は
特
に
戦
争
が

怖
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
今
、
と
て
も
裕
福
な
暮

ら
し
を
し
て
い
ま
す
。
毎
日
学
校
に

通
い
、
５
、
６
時
間
の
授
業
を
受
け
、

楽
し
く
部
活
を
し
て
い
ま
す
。
け
れ

ど
、
実
際
は「
宿
題
は
い
や
だ
」「
学

校
に
行
き
た
く
な
い
」「
部
活
が
楽

し
く
な
い
」「
給
食
は
き
ら
い
だ
か

ら
食
べ
た
く
な
い
」な
ど
と
数
え
き

れ
な
い
く
ら
い
の
不
平
・
不
満
を
毎

日
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。
世
の

中
に
、
こ
の
よ
う
な
不
満
を
い
っ
た

い
何
人
の
人
が
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
生
活
が
で
き
る
裕
福

な
人
は
、
世
界
中
の
何
億
分
の
一
し

か
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
私
た
ち
は
こ

の
何
億
分
の
一
の
中
の
人
間
91
人
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

な
の
で
、
私
た
ち
は
今
の
生
活
に
感

謝
し
て
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ま
た
、
私
た
ち
に
何
か
一

つ
で
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
思

っ
て
こ
の
手
紙
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
お
願
い
が
あ
る
の
で
す
が
、

大
分
県
で
は
11
の
市
が
平
和
都
市
、

非
核
宣
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
の
市
で
も
平
和
都

市
宣
言
を
行
っ
て
も
ら
え
な
い
で
し

ょ
う
か
。
私
た
ち
も
将
来
こ
の
市
が

い
つ
ま
で
も
平
和
で
す
て
き
な
ふ
る

さ
と
で
あ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
市
長
さ
ん
の
考
え
も

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
願
い
に
な
り
ま
す
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
で
平
和
の
尊
さ
に
つ

い
て
お
話
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し

ょ
う
か
。
私
た
ち
に
は
難
し
い
こ
と

で
す
が
、
市
長
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

っ
て
こ
の
市
の
よ
う
な
平
和
が
世
界

へ
と
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

庄
内
中
学
校
３
年
」

　

７
月
７
日
に
は
３
年
生
91
人
が
、

別
府
市
の
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学（
Ａ
Ｐ
Ｕ
）の
学
生
９
名
と

平
和
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を

開
き
ま
し
た
。
今
回
も
前
述
の
ピ

ー
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
同
様
、
さ
ま
ざ

ま
な
平
和
活
動
に
取
り
組
む「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｐ
」の
一
環
。
意
見

交
換
会
に
は
Ａ
Ｐ
Ｕ
か
ら
韓
国
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン

な
ど
８
カ
国
か
ら
９
人
の
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
英
語
を
交
え
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
状
況
な
ど

を
説
明
。
ま
た
、
最
近
の
世
界
情

勢
な
ど
も
話
題
と
な
り
、
活
発
な

意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

学
校
関
係
者
か
ら
は「
こ
の
体

験
を
も
と
に
、
今
後
も
平
和
に
つ

い
て
考
え
て
ほ
し
い
」と
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
Ｐ
へ
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

平
和
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界
の
人
々
と
語
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会

2006.8⑩⑪2006.8

市長と語ろう！ 由布市のまちづくり
市政懇談会（地域座談会）開催のお知らせ（第１６回）

　市では広聴事業の一環として、市政懇談会を開催中です。
　懇談会では市長が旧３町合併後の「由布市のまちづくり」ビジョンをご紹介するとともに、市民の皆さんからま
ちづくりに対するご意見をお伺いしています。

※お問い合せは総合政策課広報広聴係（℡０９７－５８２－１１１１内線２２２）まで。
※その他の地域・校区（地区）につきましては、随時市報やホームページ、また地区内班回覧等でお知らせします。

第16回 9月5日㈫ 午後7時～
午後8時30分

湯布院地域
川上

乙丸１、乙丸２、乙丸３、
新町１、新町２

湯布院コミュニ
ティセンター

月　　日 時　　間 地域・校区（地区） 対象自治区 懇談会場

  平成１７年度にあった情報公開並びに個人情報開示等の請求
及び処理状況についてお知らせします。
※平成17年10月1日より由布市となりましたので、件数及び処理状況には、旧
　3町での処理件数等を含んだものとなっています。

※教育委員会、選挙管理委員会、農業委員会、公平委員会、監査委員、固定資産
　評価審査委員、議会については請求がありませんでした。
※(  )内数字は旧町分（H17.4.1～H17.9.30に請求のあったもの）

※すべての実施機関とも開示請求がありませんでした。

①市長交際費に関する支出金調書等公文書
②指定管理者の選定に関する公文書
③法定外公共物譲与申請に関する公文書
④議会棟改修に伴う入札結果等に関する公文書
⑤政務調査費に関する公文書
⑥工事委託業務に関する公文書

▲ピースメッセージを読み上げる生徒たち

▲プロジェクトPを実施した庄内中学

平  成
17年度

問い
合わせ

由布市情報公開・
個人情報開示等の運用状況

■情報公開請求の件数及び処理状況

■個人情報の開示請求の件数及び処理状況

※すべての実施機関とも不服申立て件数はありませんでした。
■不服申立ての状況について

【主な請求内容】

実施機関

市長部局

請求件数 取下げ件数
公　開 部分公開 非公開

決定内容
不存在

30（24） 1（1） 19（16） 8（6） 1（1） 1（0）

(平成17年4月1日～平成18年3月31日)

問い合わせ  総務課（☎０９７－５８２－１１１１内線２１0）

■防災訓練（防災の日）
　日時　９月１日㈮午前６時
　場所　並柳地区自治公民館周辺
　　　　（湯布院・川上）
　内容　地域住民による初期消火活動、
　　　　消防団による避難誘導活動等

■救急医療・消防連携大規模演習
　日時　９月３日㈰午前10時
　場所　庄内総合運動公園（庄内・大龍）
　内容　大規模災害時に多数の負傷者等
　　　　が発生した場合、より迅速に対
　　　　応するため、消防と医療機関及
　　　　び関係機関、地域住民との連携
　　　　を密にし、災害時に備えた活動

災害に備えて

防災危機管理室
☎097－582－1111 内線212

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

PPeace ※第１６回の日程をお知らせします。

　市民が主役の防
災まちづくりは、皆
さんの力が必要で
す。積極的な訓練
の参加や見学をお願いします。
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先
月
号
の「
Y
U
F
U
C
i
t
y

情
報
広
場
⁄
市
報
ゆ
ふ
」５
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
６
月
23

日
に
庄
内
中
学
３
年
生
の
生
徒
代
表

が
、
首
藤
市
長
へ
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
に
つ
い
て
紙
面
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

「
由
布
市
長　

首
藤　

奉
文　

様　

　

私
た
ち
庄
内
中
学
校
３
年
生
は
今

年
度
よ
り「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｐ
」の

名
の
も
と
、
平
和
に
つ
い
て
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、

３
年
生
全
員
の
思
い
を
お
手
紙
と
い

う
形
で
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
第
１
回
の
平
和
授
業
で

「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」と
い
う
一
青
窈
さ

ん
の
曲
を
聴
き
ま
し
た
。
こ
の
曲
で

は
、
世
界
の
平
和
・
ア
メ
リ
カ
の

９
・
11
テ
ロ
に
つ
い
て
歌
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の

授
業
の
後
に
み
ん
な
で
平
和
の
活
動

で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
し
た
い
の
か

を
考
え
ま
し
た
。

　

す
る
と
た
く
さ
ん
の
人
に
平
和
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
呼
び
か
け

を
し
た
り
し
た
い
と
い
う
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
の
中
学
校
に
英

語
で
エ
ア
メ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
次
の
平
和
授
業
で「
ア
メ

リ
カ
が
も
し
１
０
０
人
の
村
だ
っ
た

ら
」と
い
う
本
の
話
な
ど
を
し
ま
し

た
。
自
分
が
ど
れ
だ
け
平
和
で
裕
福

な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
か
実
感
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
時
に
今
の

紛
争
地
で
お
き
て
い
る
戦
争
な
ど
の

様
子
を
写
真
で
見
ま
し
た
。
そ
の
写

真
を
見
て
い
る
だ
け
で
、
怖
く
て
泣

き
そ
う
な
く
ら
い
の
恐
怖
を
覚
え
ま

し
た
。
そ
の
時
か
ら
は
特
に
戦
争
が

怖
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
今
、
と
て
も
裕
福
な
暮

ら
し
を
し
て
い
ま
す
。
毎
日
学
校
に

通
い
、
５
、
６
時
間
の
授
業
を
受
け
、

楽
し
く
部
活
を
し
て
い
ま
す
。
け
れ

ど
、
実
際
は「
宿
題
は
い
や
だ
」「
学

校
に
行
き
た
く
な
い
」「
部
活
が
楽

し
く
な
い
」「
給
食
は
き
ら
い
だ
か

ら
食
べ
た
く
な
い
」な
ど
と
数
え
き

れ
な
い
く
ら
い
の
不
平
・
不
満
を
毎

日
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。
世
の

中
に
、
こ
の
よ
う
な
不
満
を
い
っ
た

い
何
人
の
人
が
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
生
活
が
で
き
る
裕
福

な
人
は
、
世
界
中
の
何
億
分
の
一
し

か
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
私
た
ち
は
こ

の
何
億
分
の
一
の
中
の
人
間
91
人
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

な
の
で
、
私
た
ち
は
今
の
生
活
に
感

謝
し
て
頑
張
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ま
た
、
私
た
ち
に
何
か
一

つ
で
も
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
思

っ
て
こ
の
手
紙
を
書
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
お
願
い
が
あ
る
の
で
す
が
、

大
分
県
で
は
11
の
市
が
平
和
都
市
、

非
核
宣
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
た
ち
の
市
で
も
平
和
都

市
宣
言
を
行
っ
て
も
ら
え
な
い
で
し

ょ
う
か
。
私
た
ち
も
将
来
こ
の
市
が

い
つ
ま
で
も
平
和
で
す
て
き
な
ふ
る

さ
と
で
あ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
市
長
さ
ん
の
考
え
も

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
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願
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に
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り
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す
が
、

さ
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ま
な
場
で
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和
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尊
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い
て
お
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て
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た
だ
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で
し
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か
。
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に
は
難
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こ
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す
が
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市
長
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
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こ
の
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の
よ
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な
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和
が
世
界

へ
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な
が
っ
て
ほ
し
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と
思
っ
て

い
ま
す
。
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Ａ
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の
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会
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も
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参
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ま
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た
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生
徒
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は
英
語
を
交
え
な
が

ら
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こ
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で
の
活
動
状
況
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ど

を
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世
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学
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関
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者
か
ら
は「
こ
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も
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も
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市長と語ろう！ 由布市のまちづくり
市政懇談会（地域座談会）開催のお知らせ（第１６回）

　市では広聴事業の一環として、市政懇談会を開催中です。
　懇談会では市長が旧３町合併後の「由布市のまちづくり」ビジョンをご紹介するとともに、市民の皆さんからま
ちづくりに対するご意見をお伺いしています。

※お問い合せは総合政策課広報広聴係（℡０９７－５８２－１１１１内線２２２）まで。
※その他の地域・校区（地区）につきましては、随時市報やホームページ、また地区内班回覧等でお知らせします。

第16回 9月5日㈫ 午後7時～
午後8時30分

湯布院地域
川上

乙丸１、乙丸２、乙丸３、
新町１、新町２

湯布院コミュニ
ティセンター

月　　日 時　　間 地域・校区（地区） 対象自治区 懇談会場

  平成１７年度にあった情報公開並びに個人情報開示等の請求
及び処理状況についてお知らせします。
※平成17年10月1日より由布市となりましたので、件数及び処理状況には、旧
　3町での処理件数等を含んだものとなっています。

※教育委員会、選挙管理委員会、農業委員会、公平委員会、監査委員、固定資産
　評価審査委員、議会については請求がありませんでした。
※(  )内数字は旧町分（H17.4.1～H17.9.30に請求のあったもの）

※すべての実施機関とも開示請求がありませんでした。

①市長交際費に関する支出金調書等公文書
②指定管理者の選定に関する公文書
③法定外公共物譲与申請に関する公文書
④議会棟改修に伴う入札結果等に関する公文書
⑤政務調査費に関する公文書
⑥工事委託業務に関する公文書

▲ピースメッセージを読み上げる生徒たち

▲プロジェクトPを実施した庄内中学

平  成
17年度

問い
合わせ

由布市情報公開・
個人情報開示等の運用状況

■情報公開請求の件数及び処理状況

■個人情報の開示請求の件数及び処理状況

※すべての実施機関とも不服申立て件数はありませんでした。
■不服申立ての状況について

【主な請求内容】

実施機関

市長部局

請求件数 取下げ件数
公　開 部分公開 非公開

決定内容
不存在

30（24） 1（1） 19（16） 8（6） 1（1） 1（0）

(平成17年4月1日～平成18年3月31日)

問い合わせ  総務課（☎０９７－５８２－１１１１内線２１0）

■防災訓練（防災の日）
　日時　９月１日㈮午前６時
　場所　並柳地区自治公民館周辺
　　　　（湯布院・川上）
　内容　地域住民による初期消火活動、
　　　　消防団による避難誘導活動等

■救急医療・消防連携大規模演習
　日時　９月３日㈰午前10時
　場所　庄内総合運動公園（庄内・大龍）
　内容　大規模災害時に多数の負傷者等
　　　　が発生した場合、より迅速に対
　　　　応するため、消防と医療機関及
　　　　び関係機関、地域住民との連携
　　　　を密にし、災害時に備えた活動

災害に備えて

防災危機管理室
☎097－582－1111 内線212

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

PPeace ※第１６回の日程をお知らせします。

　市民が主役の防
災まちづくりは、皆
さんの力が必要で
す。積極的な訓練
の参加や見学をお願いします。



　身体障害者相談員・知的障害者相談員が、障
がい者に関するいろいろな相談に応じ、助言を行
っています。
　由布市の相談員さんは次の人たちです。悩みご
と、相談ごとのある方は下記までご連絡ください。

市政だより市政だより

 

募
集
内
容

　

作
文
、
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
で
人
権

擁
護
に
関
す
る
も
の

 

募
集
対
象
者

　

小
学
生
、
中
学
生
、
一
般（
高
校

生
等
を
含
む
）

 

申
込
期
限

　

10
月
31
日
㈫

 

申
込
様
式

　

未
発
表
の
も
の
と
す
る
。

（
作
文
）４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
５

枚
以
内
。

（
標
語
）５
・
７
・
５
形
式
。

（
ポ
ス
タ
ー
）用
紙
サ
イ
ズ
の
規
格

は
Ａ
３
サ
イ
ズ
。

 

表
彰

  

入
賞
者
に
は
、
賞
状
、
記
念
品
を

贈
呈
。
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が
あ

り
ま
す
。

 

申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

人
権
・
同
和
対
策
課（
☎
０
９
７

―
５
８
２
―
１
１
１
１
内
線
３
０
７
、

３
０
８
）

　

庄
内
花
い
っ
ぱ
い
運
動
推
進
協
議

会
で
は
、
会
員
並
び
に
市
民
の
皆
さ

ん
が
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
花
壇
や
花

畑
、
花
通
り
な
ど
を
対
象
に
コ
ン
ク

ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。「
私
の
花
を
」

「
私
た
ち
の
花
を
」と
思
わ
れ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
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門

　

コ
ス
モ
ス
の
部
、
共
同
花
壇
の
部
、

個
人
花
壇
の
部

◆
応
募
方
法

　

庄
内
振
興
局
地
域
振
興
課
に
備
え
付

け
の
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
者
が
希
望
す
る
時
期
に
事
務
局
が

審
査
に
お
伺
い
し
ま
す
。
応
募
期
限
は
、

11
月
30
日
ま
で
と
し
ま
す
。

◆
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

庄
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応
募
作
品
は
、
8
月
1
日
㈫
〜
11

月
30
日
㈭
の
間
に
庄
内
地
域
の
花
畑

や
花
壇
な
ど
花
の
あ
る
風
景
を
撮
影

し
た
、
四
ツ
切
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

で
、
単
写
真
に
限
り
ま
す
。
プ
ロ
、

ア
マ
を
問
い
ま
せ
ん（
市
内
在
住
者

の
み
）。
作
品
は
、
12
月
11
日
ま
で
に
、

庄
内
振
興
局
地
域
振
興
課
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

写
真
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ン
テ
ス
ト
の
部 第13回

花
い
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い
の

ま
ち
づ
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り
コ
ン
ク
ー
ル

花
い
っ
ぱ
い
の

ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー
ル

ポ
ス
タ
ー・標
語
等
を

秋の部

　

由
布
市
で
は
、
人
権
意
識
の
普
及

・
高
揚
を
図
り
、
理
解
を
深
め
る
機

会
と
し
て
、
作
文
・
標
語
・
ポ
ス
タ

ー
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

人
権
尊
重
の
意
識
を
高
め
よ
う
！中

集
募

　生涯学習課では、平成１９年の成人式実行委員を募集し
ます。
　成人式実行委員会は、成人式が開催されるまでに４～５
回の会合を行い、成人式の開催に向けた準備を進めていき
ます。内容や演出、当日の係の分担等を決めて、自ら成人
式に参加し、思い出に残る成人式の企画・運営を行います。
　やってみたいと思われる方は、是非ご連絡ください。

思い出に残る成人式を企画しませんか

由布市成人式実行委員を募集

●成人式開催日　平成19年１月７日㈰
●実行委員要件　新成人（昭和61年４月２日～昭和62
　年４月１日生まれの方）で、成人式を企画運営してみ
　たい方（実行委員会に出席できる方）
●募集人数　10名程度
●申込方法　電話又はFAXで直接、生涯学習課へ申し
　込んでください。
●申込期限　平成18年９月11日（月）
●問い合わせ　生涯学習課
　　　　　　　☎0977－84－3111 内線232、234
　　　　　　　FAX 0977－85－2643

身体障害者相談員
岡島　干城（挾間）
佐藤　光一（挾間）
渕　　正生（挾間）
小原　忠行（庄内）
長尾　六郎（庄内）
日野　春夫（庄内）
穴井　吉春（湯布院）
宇都宮健一（湯布院） 

知的障害者相談員
衛藤　成治（湯布院）

福祉対策課
☎0977－84－3111 内線312、317

☎097－583－2993
☎097－583－1317
☎097－583－0408
☎097－582－1773
☎097－582－0741
☎097－582－1002
☎0977－84－4174
☎0977－84－4573

☎0977－85－3508

身体障害者相談員・
知的障害者相談員を紹介します
身体障害者相談員・
知的障害者相談員を紹介します

問い
合わせ

お
し
え
て
！
国
民
年
金

  

付
加
年
金
は
、
老
後
に
よ
り
高
い

年
金
を
受
け
た
い
と
考
え
て
い
る
方

が
、
毎
月
の
保
険
料
の
ほ
か
に
付
加

保
険
料
と
し
て
月
額
４
０
０
円
を
上

乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
得
た
と
き

に
老
齢
基
礎
年
金
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

（
付
加
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加

保
険
料
納
付
月
数
）

　

加
入
で
き
る
の
は
、
農
業
・
漁
業

者
、
自
営
業
者
と
い
っ
た
国
民
年
金

の
第
一
号
被
保
険
者
の
方
だ
け
で
す
。

　

国
民
年
金
基
金
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
は
、
国
民
年
金
基
金
が
付
加
年

金
を
取
り
入
れ
た
制
度
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い

る
方
も
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

加
入
の
手
続
き
や
内
容
に
つ
い
て

は
、
市
保
険
課
や
社
会
保
険
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
付
加
年
金
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

　１組５人以上のグループであれば、年齢、運転免
許の有無は問わず参加できます。応募グループの中
から抽選で、１万～10万円相当の商品券が当たり
ます。
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平成17年８月は17件17名の交通死亡事故が発生
●死者17名中８名（47.1％）が65歳以上の高齢者
●前方不注意・安全不確認（漫然運転）を原因とする事故が17件
　中11件（64.7％）

交通安全街頭活動コンクール参加者募集

安全・安心

夏の事故ゼロ作戦

7月14日㈮～平成19年1月4日㈭

平成19年１月10日㈬　※当日消印有効

「人もくるまも早めの合図」と記載された
手持ち看板、横断幕などの用具を準備（ま
たは警察署で借用）し、幹線道路の主要
交差点等で、約１時間の街頭活動を行っ
てください。活動状況を撮影した写真を
応募用紙に貼付し応募してください。応
募用紙は県警ホームページからダウンロ
ードできます。

実施期間

参加方法

応募締切

大分県警交通企画課コンクール係
（☎097－536－2131 内線5032）

申込・問い合わせ

STOP
　夏は、行楽等による交通量の増加、暑さ
からくる気のゆるみや疲れから交通事故が
多発する時季です。運転者も歩行者もルー
ルとマナーを守って、交通事故の防止を心
がけましょう。

　

７
月
21
日
、
由
布
市
と
市
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
が「
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｙ
Ｕ
Ｆ

Ｕ
」を
は
さ
ま
未
来
館
で
開
き
ま
し
た
。

市
総
合
計
画
策
定
に
向
け
た
意
見
交
換

会
の
一
環
で
も
あ
り
、
女
性
会
員
約

１
０
０
人
が
参
加
。
由
布
市
の
ま
ち
づ

く
り
説
明
の
後
、
湯
平
地
区
公
民
館
の

衛
藤
弘
海
館
長
が「
ゆ
ふ
の
ま
ち
づ
く

り
、
ひ
と
づ
く
り
を
考
え
る
」を
演
題

に
講
演
し
ま
し
た
。
ま
た
、
首
藤
市
長

も
参
加
し
、
女
性
５
名
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
女
性
パ

ワ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
例
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
Y
U
F
U
」

大分県内交通死者数

　

こ
の
機
会
に
、
く
ら
し
の
中
の

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
に
つ
い
て
考
え
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
に
さ

れ
る
社
会
を
み
ん
な
の
力
で
つ
く

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

８
月
は
差
別
を
な
く
す

　
　
　

運
動
月
間
で
す
。

８
月
は
差
別
を
な
く
す

　
　
　

運
動
月
間
で
す
。



　身体障害者相談員・知的障害者相談員が、障
がい者に関するいろいろな相談に応じ、助言を行
っています。
　由布市の相談員さんは次の人たちです。悩みご
と、相談ごとのある方は下記までご連絡ください。

市政だより市政だより

 

募
集
内
容

　

作
文
、
標
語
、
ポ
ス
タ
ー
で
人
権

擁
護
に
関
す
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も
の

 

募
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者

　

小
学
生
、
中
学
生
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一
般（
高
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生
等
を
含
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）
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日
㈫
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も
の
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。
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）４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
５
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語
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７
・
５
形
式
。

（
ポ
ス
タ
ー
）用
紙
サ
イ
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Ａ
３
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イ
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。
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。
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通
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を
開
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。「
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の
花
を
」

「
私
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ち
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思
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応
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の
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ど
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の
あ
る
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を
撮
影
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、
四
ツ
切
の
カ
ラ
ー
プ
リ
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ト

で
、
単
写
真
に
限
り
ま
す
。
プ
ロ
、

ア
マ
を
問
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せ
ん（
市
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作
品
は
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月
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日
ま
で
に
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庄
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地
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持
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。
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コ
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ポ
ス
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ー・標
語
等
を

秋の部

　

由
布
市
で
は
、
人
権
意
識
の
普
及

・
高
揚
を
図
り
、
理
解
を
深
め
る
機

会
と
し
て
、
作
文
・
標
語
・
ポ
ス
タ

ー
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

人
権
尊
重
の
意
識
を
高
め
よ
う
！中

集
募

　生涯学習課では、平成１９年の成人式実行委員を募集し
ます。
　成人式実行委員会は、成人式が開催されるまでに４～５
回の会合を行い、成人式の開催に向けた準備を進めていき
ます。内容や演出、当日の係の分担等を決めて、自ら成人
式に参加し、思い出に残る成人式の企画・運営を行います。
　やってみたいと思われる方は、是非ご連絡ください。

思い出に残る成人式を企画しませんか

由布市成人式実行委員を募集

●成人式開催日　平成19年１月７日㈰
●実行委員要件　新成人（昭和61年４月２日～昭和62
　年４月１日生まれの方）で、成人式を企画運営してみ
　たい方（実行委員会に出席できる方）
●募集人数　10名程度
●申込方法　電話又はFAXで直接、生涯学習課へ申し
　込んでください。
●申込期限　平成18年９月11日（月）
●問い合わせ　生涯学習課
　　　　　　　☎0977－84－3111 内線232、234
　　　　　　　FAX 0977－85－2643

身体障害者相談員
岡島　干城（挾間）
佐藤　光一（挾間）
渕　　正生（挾間）
小原　忠行（庄内）
長尾　六郎（庄内）
日野　春夫（庄内）
穴井　吉春（湯布院）
宇都宮健一（湯布院） 

知的障害者相談員
衛藤　成治（湯布院）

福祉対策課
☎0977－84－3111 内線312、317

☎097－583－2993
☎097－583－1317
☎097－583－0408
☎097－582－1773
☎097－582－0741
☎097－582－1002
☎0977－84－4174
☎0977－84－4573

☎0977－85－3508

身体障害者相談員・
知的障害者相談員を紹介します
身体障害者相談員・
知的障害者相談員を紹介します
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と
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に
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が
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と
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、
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と
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ま
た
、
保
険
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を
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も
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と
は
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入
の
手
続
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や
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容
に
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て

は
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市
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課
や
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会
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所

へ
お
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だ
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い
。

「
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加
年
金
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

　１組５人以上のグループであれば、年齢、運転免
許の有無は問わず参加できます。応募グループの中
から抽選で、１万～10万円相当の商品券が当たり
ます。
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平成17年８月は17件17名の交通死亡事故が発生
●死者17名中８名（47.1％）が65歳以上の高齢者
●前方不注意・安全不確認（漫然運転）を原因とする事故が17件
　中11件（64.7％）

交通安全街頭活動コンクール参加者募集

安全・安心

夏の事故ゼロ作戦

7月14日㈮～平成19年1月4日㈭

平成19年１月10日㈬　※当日消印有効

「人もくるまも早めの合図」と記載された
手持ち看板、横断幕などの用具を準備（ま
たは警察署で借用）し、幹線道路の主要
交差点等で、約１時間の街頭活動を行っ
てください。活動状況を撮影した写真を
応募用紙に貼付し応募してください。応
募用紙は県警ホームページからダウンロ
ードできます。

実施期間

参加方法

応募締切

大分県警交通企画課コンクール係
（☎097－536－2131 内線5032）

申込・問い合わせ
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　夏は、行楽等による交通量の増加、暑さ
からくる気のゆるみや疲れから交通事故が
多発する時季です。運転者も歩行者もルー
ルとマナーを守って、交通事故の防止を心
がけましょう。

　

７
月
21
日
、
由
布
市
と
市
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
が「
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｙ
Ｕ
Ｆ

Ｕ
」を
は
さ
ま
未
来
館
で
開
き
ま
し
た
。

市
総
合
計
画
策
定
に
向
け
た
意
見
交
換

会
の
一
環
で
も
あ
り
、
女
性
会
員
約

１
０
０
人
が
参
加
。
由
布
市
の
ま
ち
づ

く
り
説
明
の
後
、
湯
平
地
区
公
民
館
の

衛
藤
弘
海
館
長
が「
ゆ
ふ
の
ま
ち
づ
く

り
、
ひ
と
づ
く
り
を
考
え
る
」を
演
題

に
講
演
し
ま
し
た
。
ま
た
、
首
藤
市
長

も
参
加
し
、
女
性
５
名
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
女
性
パ

ワ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
例
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
Y
U
F
U
」

大分県内交通死者数

　

こ
の
機
会
に
、
く
ら
し
の
中
の

さ
ま
ざ
ま
な
差
別
に
つ
い
て
考
え
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
大
切
に
さ

れ
る
社
会
を
み
ん
な
の
力
で
つ
く

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

８
月
は
差
別
を
な
く
す

　
　
　

運
動
月
間
で
す
。

８
月
は
差
別
を
な
く
す

　
　
　

運
動
月
間
で
す
。



居住地区以外で接種希望の場合は、１週間前までに
お住まいの下記窓口にご連絡ください。
　挾間健康センター
　　☎097－583－1111 内線2120
　庄内保健センター
　　☎097－582－1111 内線501
　健康増進課〈湯布院〉
　　☎0977－84－3111 内線336

・新こどもクリニック（挾間）
　　☎097－583－8277
・昭和50年～52年生まれの抗体保有率の低い保護
　者は有料で接種できます。

い
い
え

は  

い

各
所
得
が
必
要
経
費
・
控
除（
年
金
の
所
得
は
控
除
額
を
80
万
円
と
し
て
計

算
）を
差
し
引
い
た
と
き
に
０
円
に
な
り
ま
す
か
？

　

年
収
例
：
単
身
世
帯
で
年
金
収
入
の
み
の
場
合
80
万
円
以
下

世
帯
員
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合

　

世
帯
内
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
り
、

新
た
に
該
当
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

2006.8⑭⑮2006.8

市政だより市政だより
　

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い
る
方
で
、
次
の
条
件

に
該
当
す
る
方
は
、
入
院
し
た
と
き
に
窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担
金
と
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
必
ず
入
院
す
る
前
に
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。
申
請
す
る
と
、「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」が
交
付
さ
れ
ま
す
。あ

な
た
は
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
、

一
般
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
は
低
所
得
Ⅱ（
低
所
得
Ⅰ

以
外
の
方
）に
該
当
し
ま
す
。

あ
な
た
は
低
所
得
Ⅰ
に
該
当
し

ま
す
。

入
院
前
に
申
請
を
忘
れ
ず
に
！

　食中毒というと、レストランや旅館などの飲食店での食事が原因と思われがちで
すが、毎日食べている家庭の食事でも発生しています。ただ、家庭での発生は症状
が軽かったり、発生する人が１人や２人のことが多く、食中毒とは気づかれずにい
ることが多いようです。
　家庭でできる食中毒予防の６つのポイントに気をつけて、食中毒を防ぎましょう。

家庭でできる食中毒予防
夏だ
！ 本
番。

1 食品の購入

◆鮮度・品質をチェ
　ックしましょう。
◆肉汁や魚などの水
　分がもれないよう
　にしましょう。
◆温度管理が必要なものは最後に買って、
　すぐに持ち帰りましょう。

3 下準備

◆肉や魚の調理器具
　は専用のものを用
　意するか、洗浄・
　消毒して他の食品
　に使いましょう。
◆調理前は手を洗い
　ましょう。

6 残った食品

◆時間が経ちすぎたら思い切って捨てま
　しょう。
◆残った食品を温め直すときは十分に加
　熱しましょう。

2 家庭での保存

◆持ち帰ったら、すぐに冷蔵庫へ。
◆冷蔵庫の詰めすぎに注意！目安は７割
　程度。
◆肉や魚は、肉汁等がもれないように容
　器に入れましょう。

4 調　理

◆十分に加熱しましょう。
◆途中でこまめに手を洗いましょう。
◆たとえ加熱した食品でも室温には放置
　しないように。

5 食　事

◆食事の前に手を洗いま
　しょう。
◆温かく食べる料理は常
　に温かく、冷やして食
　べる料理は常に冷たく
　目安：温かい料理　６５℃以上
　　　　冷たい料理　１０℃以下

食中毒予防の３原則「清潔・迅速・加熱冷却」を守りましょう。○対象者　20歳から65歳未満の方
○実施日及び会場

○費用　無料
○内容　①自己評価票の記入　②保健師による面接

　「うつ病」は決して珍しい病気ではな
く国民の約15人に１人が一生に一度か
かるといわれています。

　うつ病は、気分の落ち込みややる気のない状態が長く続き、
日常生活や社会生活に支障が出たりと、本人が非常につら
い思いをする病気です。
　しかし、自分では気づかれないことも多いので、家庭や
周辺の方が気づいたり、「心の健康診査」を受診することで
早期に発見し、専門医による適切な診断、治療を受けるこ
とが必要です。

うつ病について

健
8月11日㈮
8月18日㈮
8月18日㈮
8月24日㈭
8月25日㈮
8月30日㈬

８月22日㈫　１３：３０ 阿蘇野小学校
８月23日㈬　１３：３０ 庄内保健センター
８月31日㈭　１３：３０ 古野公民館
９月 １日㈮　１３：３０ 挾間健康センター
９月 ３日㈰　 ９：００ 挾間健康センター
９月 ４日㈪　１３：３０ 谷改善センター
９月 ５日㈫　１３：３０ ほのぼの工芸館
９月 ８日㈮　１３：３０ 挾間健康センター
９月１１日㈪　１３：３０ 庄内保健センター
９月１２日㈫　１３：３０ 庄内体育センター
９月１４日㈭　１３：３０ 庄内体育センター
９月１５日㈮　１３：３０ 庄内保健センター

ちびっこ広場（９：３０ 挾間健康センター）
ちびっこ広場（９：３０ 挾間健康センター）
おたまじゃくしの会（13：0０ 挾間健康センター）
3歳児健診（13：３０ 挾間健康センター）
ちびっこ広場（９：３０ 挾間健康センター）
10～11ヵ月児健診（13：３０ 挾間健康センター）

挾　間

8月30日㈬ 基本健康診査〈庄内全地区〉
（18：0０ 庄内保健センター）

庄　内

康 カ レ ン ダ ー

8月17日㈭
9月 8日㈮

9月15日㈮

●対象年齢　生後３カ月～90カ月未満
●接種方法　経口接種
●接種回数　２回（6週以上の間隔をおく、次回は4月）
●持 参 品　母子手帳

3歳児健診（１3：００ 子育て支援センター）
基本健康診査〈湯布院全地区〉
（9：00 コミュニティセンター）

大腸・肺がん容器回収〈湯布院全地区〉
（10：００ コミュニティセンター）

湯布院

子宮がん・乳がん・骨密度検診

あ
な
た
は
該
当
し
ま
す
か
？

問い
合わせ
問い
合わせ

保
険
課
老
人
医
療
係

　
　
　

（
☎
０
９
７
７
―
８
４
―
３
１
１
１ 

内
線
３
６
２
）

は  

い

い
い
え

世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
す
か
？

入
院
の
予
定
が
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

ポリオ予防接種のお知らせ

集団接種（無料）

個別接種（無料）

▲
由布市地域保健委員会環境
衛生及び薬物対策小委員長
小野庄治氏（薬剤師）から聞
きました。

挾 間

庄 内

湯布院

９月 1日㈮
９月 8日㈮
８月23日㈬
９月11日㈪
９月27日㈬
９月28日㈭

13：30～14：30

13：30～15：00

13：30～14：00

挾間健康センター

庄内保健センター

温 湯 公 民 館
コミュニティセンター

心の健康診
査

こころの健康度チェックをしませんか。

※9月3日は、胃がん検診も同時に実施

地 区
挾 間
庄 内
湯布院

　 場 所 　
挾間健康センター
庄内保健センター
湯布院コミュニティセンター

接種日（10月）
4日㈬、11日㈬
6日㈮、20日㈮
12日㈭、25日㈬

　受 付 時 間　
14：00～14：30
14：00～14：30
13：00～13：30

※直接お申し込みください。



居住地区以外で接種希望の場合は、１週間前までに
お住まいの下記窓口にご連絡ください。
　挾間健康センター
　　☎097－583－1111 内線2120
　庄内保健センター
　　☎097－582－1111 内線501
　健康増進課〈湯布院〉
　　☎0977－84－3111 内線336

・新こどもクリニック（挾間）
　　☎097－583－8277
・昭和50年～52年生まれの抗体保有率の低い保護
　者は有料で接種できます。
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　食中毒というと、レストランや旅館などの飲食店での食事が原因と思われがちで
すが、毎日食べている家庭の食事でも発生しています。ただ、家庭での発生は症状
が軽かったり、発生する人が１人や２人のことが多く、食中毒とは気づかれずにい
ることが多いようです。
　家庭でできる食中毒予防の６つのポイントに気をつけて、食中毒を防ぎましょう。

家庭でできる食中毒予防
夏だ
！ 本
番。

1 食品の購入

◆鮮度・品質をチェ
　ックしましょう。
◆肉汁や魚などの水
　分がもれないよう
　にしましょう。
◆温度管理が必要なものは最後に買って、
　すぐに持ち帰りましょう。

3 下準備

◆肉や魚の調理器具
　は専用のものを用
　意するか、洗浄・
　消毒して他の食品
　に使いましょう。
◆調理前は手を洗い
　ましょう。

6 残った食品

◆時間が経ちすぎたら思い切って捨てま
　しょう。
◆残った食品を温め直すときは十分に加
　熱しましょう。

2 家庭での保存

◆持ち帰ったら、すぐに冷蔵庫へ。
◆冷蔵庫の詰めすぎに注意！目安は７割
　程度。
◆肉や魚は、肉汁等がもれないように容
　器に入れましょう。

4 調　理

◆十分に加熱しましょう。
◆途中でこまめに手を洗いましょう。
◆たとえ加熱した食品でも室温には放置
　しないように。

5 食　事

◆食事の前に手を洗いま
　しょう。
◆温かく食べる料理は常
　に温かく、冷やして食
　べる料理は常に冷たく
　目安：温かい料理　６５℃以上
　　　　冷たい料理　１０℃以下

食中毒予防の３原則「清潔・迅速・加熱冷却」を守りましょう。○対象者　20歳から65歳未満の方
○実施日及び会場

○費用　無料
○内容　①自己評価票の記入　②保健師による面接

　「うつ病」は決して珍しい病気ではな
く国民の約15人に１人が一生に一度か
かるといわれています。

　うつ病は、気分の落ち込みややる気のない状態が長く続き、
日常生活や社会生活に支障が出たりと、本人が非常につら
い思いをする病気です。
　しかし、自分では気づかれないことも多いので、家庭や
周辺の方が気づいたり、「心の健康診査」を受診することで
早期に発見し、専門医による適切な診断、治療を受けるこ
とが必要です。

うつ病について

健
8月11日㈮
8月18日㈮
8月18日㈮
8月24日㈭
8月25日㈮
8月30日㈬

８月22日㈫　１３：３０ 阿蘇野小学校
８月23日㈬　１３：３０ 庄内保健センター
８月31日㈭　１３：３０ 古野公民館
９月 １日㈮　１３：３０ 挾間健康センター
９月 ３日㈰　 ９：００ 挾間健康センター
９月 ４日㈪　１３：３０ 谷改善センター
９月 ５日㈫　１３：３０ ほのぼの工芸館
９月 ８日㈮　１３：３０ 挾間健康センター
９月１１日㈪　１３：３０ 庄内保健センター
９月１２日㈫　１３：３０ 庄内体育センター
９月１４日㈭　１３：３０ 庄内体育センター
９月１５日㈮　１３：３０ 庄内保健センター

ちびっこ広場（９：３０ 挾間健康センター）
ちびっこ広場（９：３０ 挾間健康センター）
おたまじゃくしの会（13：0０ 挾間健康センター）
3歳児健診（13：３０ 挾間健康センター）
ちびっこ広場（９：３０ 挾間健康センター）
10～11ヵ月児健診（13：３０ 挾間健康センター）

挾　間

8月30日㈬ 基本健康診査〈庄内全地区〉
（18：0０ 庄内保健センター）

庄　内

康 カ レ ン ダ ー

8月17日㈭
9月 8日㈮

9月15日㈮

●対象年齢　生後３カ月～90カ月未満
●接種方法　経口接種
●接種回数　２回（6週以上の間隔をおく、次回は4月）
●持 参 品　母子手帳

3歳児健診（１3：００ 子育て支援センター）
基本健康診査〈湯布院全地区〉
（9：00 コミュニティセンター）

大腸・肺がん容器回収〈湯布院全地区〉
（10：００ コミュニティセンター）

湯布院

子宮がん・乳がん・骨密度検診
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ポリオ予防接種のお知らせ

集団接種（無料）

個別接種（無料）

▲
由布市地域保健委員会環境
衛生及び薬物対策小委員長
小野庄治氏（薬剤師）から聞
きました。

挾 間

庄 内

湯布院

９月 1日㈮
９月 8日㈮
８月23日㈬
９月11日㈪
９月27日㈬
９月28日㈭

13：30～14：30

13：30～15：00

13：30～14：00

挾間健康センター

庄内保健センター

温 湯 公 民 館
コミュニティセンター

心の健康診
査

こころの健康度チェックをしませんか。

※9月3日は、胃がん検診も同時に実施

地 区
挾 間
庄 内
湯布院

　 場 所 　
挾間健康センター
庄内保健センター
湯布院コミュニティセンター

接種日（10月）
4日㈬、11日㈬
6日㈮、20日㈮
12日㈭、25日㈬

　受 付 時 間　
14：00～14：30
14：00～14：30
13：00～13：30

※直接お申し込みください。
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だ
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い
。
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、
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年
は
よ
く
雨
が

降
り
ま
し
た
。
日
照
不
足
で

稲
の
生
育
も
よ
く
な
く
実
り

の
秋
が
心
配
で
す
が
、
昔
は

天
候
だ
け
で
な
く
い
ろ
ん
な

心
配
が
あ
り
ま
し
た
。

　
〝
実
盛
ど
ん
の
ご
う
死
ん
だ
。
あ
と
は
富
貴
万
福
利
〞こ
れ
は「
ゆ
ふ
い
ん

盆
地
ま
つ
り
」と
併
せ
て
行
わ
れ
る「
蝗
攘
ま
つ
り
」の
囃
子
こ
と
ば
で
す
。

　

こ
の「
蝗
攘
ま
つ
り
」に
つ
い
て
、
湯
布
院
の
歴
史
研
究
家
、
志
手
駒
男

さ
ん
は「
全
国
で
も
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を
見
な
い
古
い
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統
の
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独
創
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で

『
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、
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は
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に
つ
く
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、
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、
メ
イ
虫
な
ど
を
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称

し
て『
蝗
』と
言
っ
て
い
た
。『
攘
』と
は
追
い
払
う
で
あ
り
、
蝗
攘
と
は
虫

追
い
の
こ
と
で
あ
る
。
昔
は
農
薬
も
な
く
稲
に
害
虫
が
多
発
す
る
と
餓
死
者

も
出
る
大
凶
作
と
な
る
た
め
、
村
人
は
害
虫
を
大
変
恐
れ
発
生
し
な
い
よ
う

に
神
仏
に
祈
り
、
夜
に
な
る
と
総
出
で
松
明
を
持
ち
、
鐘
や
太
鼓
を
打
ち
鳴

ら
し
、
大
声
を
あ
げ
て
田
の
畦
を
走
り
回
っ
た
。
こ
れ
が
昔
の
虫
追
い
で『
実

盛
ま
つ
り
』と
も
呼
ん
で
い
た
。

　

な
ぜ『
実
盛
ま
つ
り
』か
と
言
う
と
、
１
１
８
３
年
、
平
宗
盛
の
重
臣
、

72
歳
の
斎
藤
実
盛
が
戦
で
乗
っ
て
い
た
馬
が
稲
株
に
つ
ま
ず
い
て
倒
れ
た
。

そ
の
た
め
に
木
曽
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仲
の
家
臣
に
討
ち
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ら
れ
た
。
こ
れ
よ
り
後
、
田
に
ウ

ン
カ
な
ど
の
害
虫
が
発
生
す
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と
実
盛
の
怨
念
で
あ
る
と
恐
れ
、
そ
の
霊
を

祀
っ
た
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

８
月
15
日
夕
方
、
実
盛
を
擬
し
た
人
形
を
鞍
に
乗
せ
た
牛
20
頭
、
そ
し
て
、

多
く
の
人
が
松
明
を
か
か
げ
て〝
実
盛
ど
ん
の
ご
う
死
ん
だ
。
あ
と
は
富
貴

万
福
利
〞と
囃
子
な
が
ら
町
中
を
練
り
歩
く
、
全
国
に
そ
の
例
を
み
な
い
、

ゆ
ふ
い
ん
の「
蝗
攘
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
家
族
そ
ろ
っ
て
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
！ ●国民健康保険税

●市県民税
●入湯税
●介護保険料（普通徴収）

……… ３期分
……………… ２期分

…… ８月期分（７月分）
３期分

納期限　平成18年8月31日㈭

こんにち
は

市
長
です
No.

8

文
・
首
藤 

奉
文

●内科・外科医
　８／１３ 森本整形外科クリニック（挾間）
　８／２０ 佐藤医院（庄内）
　８／２７ 新こどもクリニック（挾間）
　９／ ３ さとう消化器・大腸肛門クリニック（挾間）
　９／１０ 足立クリニック（湯布院）
　９／１７ 南由布クリニック（湯布院）
　９／１８ 森整形外科医院（挾間）

097-586-3700
097-582-3131
097-583-8277
097-583-8050
0977-28-2226
0977-85-5245
097-583-3077

●歯科医
　８／１３ 小野歯科医院（庄内）
　９／１０ 小原歯科医院（挾間）

休
日
在
宅
当
番
医

今月の税

▲由布川峡谷祭りでテープカット

　夏祭りの季節がやってきました。地域
の催し、盆踊りや花火大会など、この時
期は各地で地域に根付いた祭りが盛んで
す。「聞いてはいたけど…」「知ってはいた
けど…」と同じ市内とはいえ、まだ直接見
たことがない催しが随分とあります。由
布市合併後初めての夏とあって、可能な
限り足を運ぶ予定です。◆夏はアウトドア
の季節。この時期は煙を気にすることなく、
思い切り野外バーベキューができます。
最近は年齢のせいか、焼き肉よりも焼き
魚が美味しく感じます…。

　長い梅雨が明けた途端に、一気に夏本
番。今年の夏は、服の上から瞬間冷却す
るスプレーなどがヒットしているようです。
毎年、いろんなグッズが流行しますが、
チリリンとさわやかな音色を奏でる風鈴を
つるしてみるのも、涼やかな夏の過ごし方
かも知れませんね。◆市内には「由布川峡
谷」や「男池」などの涼スポットもあります。
心も体もリフレッシュできる場所へ、皆さ
んもぜひ一度、足を運んでみては。

キ★ラ★リ★編★集キ★ラ★リ★編★集

（こ）

（ゆ）

あなたは大丈夫？ にご用心！悪質商法
　悪質商法の被害が増えています。消費者の年代、職業、ライフスタイル等によって悪質商法の手
口は違います。サラリーマンをねらう手口は電話勧誘が多く、若者はキャッチセールス、アポイン
トメントセールス等、主婦は点検商法や内職商法、高齢者の場合は催眠商法や点検商法等で、勧誘
する手口に特徴があります。また、売りつける商品、サービスについても同様に年代によって違い
が見られます。
　だまされないためには、悪質商法の手口やパターンをあらかじめ知っておくことが大切です。

家族を装い、交通事故や借金、痴漢などを理由にその示談金などの名目で今すぐ必要
だからと、お金を振り込ませる悪質な犯罪行為。電話で「おれおれ」と息子などをか
たる場合が多かったので、「おれおれ詐欺」ともいわれた。

悪質商法のあの手この手

挾間地区

097-582-2200
097-583-3877

振り込め詐欺

使った覚えのないアダルトサイトや出会い系サイトの情報料などを手紙、はがき、メー
ルなどで請求してくるもの。中には裁判所などの公的機関名をかたるケースもある。

架空請求詐欺

 「抽選に当たったので景品を取りに来て」「特別モニターに選ばれた」などと有利な条
件を強調して電話で呼び出し、商品やサービスを契約させる。

アポイントメントセールス

駅や繁華街の路上でアンケート調査などと称して呼び止め、喫茶店や営業所に連れて
行き、契約に応じない限り帰れない雰囲気にして商品やサービスを買わせる。

キャッチセールス

「くじに当たった」「新商品を紹介する」といって人を集め、閉めきった会場で台所用
品などを無料で配り、得した気分にさせ、異様な雰囲気の中で最後に高額な商品を売
りつける。

催眠（ＳＦ）商法

点検をするといって家に上がり込み、「床下の土台が腐っている」「布団にダニがいる」
「白アリの被害がある」などと不安をあおって新品や別の商品、サービスを契約させる。

点検商法

大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
高齢者総合相談センター（シルバー110番）
障害者110番（大分県総合社会福祉会館内）

☎097-534-0999
☎097-558-7788
☎097-558-7005

相談窓口

だまされちゃダ
メ！

くらしの安心相談員に  
ご相談を！

　訪問販売や電話勧誘販売などの悪質
商法などで契約上のトラブルに巻き込
まれたことはありませんか。そのよう
な時は一人で悩まず、「くらしの安心
相談員」にご相談ください。
　由布市には、県知事から委嘱を受け
た11名の相談員がいます。相談は無
料ですので、お気軽にご相談ください。

小林　博美
平本スミ子
藤田　浩子
丸尾五十鈴

☎097-583-1374
☎097-583-3625
☎097-583-2811
☎097-583-3265

庄内地区
佐野　栄子
藤林　重子
石井　暁子

☎097-582-1053
☎097-582-0346
☎097-585-1101

湯布院地区
江藤香奈枝
近江トシ子
加藤八重子
倉野　早苗

☎0977-84-3110
☎0977-85-2457
☎0977-85-2293
☎0977-85-4431

おめでとう
ございます！

こ
う
じ
ょ
う

は
や
し

さ
ね
も
り

ふ
う
き
ま
ん
ぷ
く
り

く
ら

ま
つ

お
ん
ね
ん

い
く
さ

あ
ぜ

た
い
ま
つ

か
ね
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だまされちゃダ
メ！

くらしの安心相談員に  
ご相談を！
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▼（手前から）合澤さん、後藤さん、森さん、安部さん
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このコーナーは
「元気な人とまち」を応援するために

シリーズで掲載しています。 　少林寺拳法湯布院道院は設立36年目。指導者は
設立当時からたずさわる杉田幸治さんら３名が、
48名の子ども達を教えています。稽古日は毎週水、
土曜日の午後６時から９時まで。場内の空気はピー
ンと張りつめ、気合いの入った元気な声があふれて
きます。
　湯布院道院では「心と身体の錬磨」のほか、「自分
以外の人も共に幸せに」「思いやりの心を持つ」など
のモットーの下、日々努力を積み重ね、自己確立を
目指した稽古に励んでいます。
　稽古は床磨きから始まり、鎮魂、準備運動そして
技の稽古へと続いていきます。特に準備運動ではス
トレッチに十分時間をかけ、身体をほぐしているこ
とに目を引きます。技の稽古ではかけ声とともに、
気迫のこもった打ちや蹴りなどを繰り出します。
　「試合に勝つことよりも、心身の向上をはかるこ
とが大事」と杉田さん。護身術の要素も持つなど、
同拳法は大変魅力ある技を持っています。一方、各
種大会では湯布院道院の門下生は上位の成績を収め
るなど、心と技が一体となった立派な成果を披露。
現在は９月の県大会に向けて気合いが入っています。
　門下生代表の藤野真司さん（高２）は「元気のある
道院としたい」とまとめ役として活躍。また、池田
飛翔くん（小５）は「楽しく、集中して稽古したい」
と抱負を話してくれました。

心と身体を鍛えて

目標に向ってがんばる
子どもたちを紹介します

金剛禅総本山少林寺湯布院道院金剛禅総本山少林寺湯布院道院

※お誕生日コーナーは、事前に電話で総合政策課（☎097
－582－1111内線222）へお申し込みください。対象は
３歳以下で、旧３町広報紙のお誕生日コーナーに掲載され
たことがない方とします。９月号掲載分は、８月21日締切と
します（先着順）。

ハッピー バースデーバースデー8月ハッピー
H A P P Y  B I R T H D A Y  T O  Y O U !

　2008年大分国体開催を間近に控え、競技開催地
ではその事前準備に追われています。
　アーチェリー競技会場となる挾間地域「大分県消防
学校グラウンド」に近い上の原グラウンド・ちびっこ
広場では、アーチェリー競技で活躍が期待される４人
の地元選手が練習しています。
　安部沙織さん（挾間地域田ノ小野）は昨年の全国中
学生大会で４位入賞。アーチェリーは中学時代から始
めたにもかかわらず、素晴らしい成績を収めました。
　森正樹さん（同医大ヶ丘３丁目）は高校１年時に高
校選抜大会へ出場。また今年の全日本選手権の資格を
獲得し、彼の年代での選手権出場は全国でもあまり例
がないほど。
　後藤涼さん（同上市）は今年の全九州高校選手権で
１位に輝いています。　
　合澤さや香さん（医大ヶ丘３丁目）は高校時代にジ
ュニアの日本代表選手に選出。
　８月には九州ブロック国体が熊本県で開かれ、成年
男女は４県が、少年男女は２県が本国体（兵庫県）に
出場できます。現在はブロック国体に向けた練習に集
中し、さらに上の目標を目指している真っ最中。４種
別12名の県代表選手で、実に４名も地元出身であり、
大変喜ばしいことです。
　ルールは決められた距離（今回は70メートル）を、
決められた時間内で、決められた本数の矢を射ちます。
距離につき36射となります。点数は的の中心から
10点～ 1点となっていて合計点で競いますが、ダブ
ルで行うため、720点満点となります。
　訪れたこの日は、アトランタ五輪代表の小出美沙都

さん（成年女子監督）が指導に参加し、
４人も真剣。
　アーチェリーは短期間の努力で全国レ
ベルへ通じることが魅力な競技だといい
ます。「学校でもクラブ紹介が楽しそう
だったので入部」という安部さん。目標
は「600点以上を取り、オリンピック出
場」。森さんは「友だちに誘われて始め
ました。構えと射る姿を安定させたい」
とコメント。後藤さんは「インターハイ
で１位をとり、ブロック国体予選を突破」
と力強く決意。また、合澤さんは「大分
国体出場を目指したい」と抱負を話して
くれました。

10由布さわやかキッズ

坪根 寛太くん

平成17年８月５日生 挾間町谷

いつも元気いっぱいの寛ちゃん。
１歳のお誕生日おめでとう。
パパもママも寛ちゃんの
笑顔が大好きです。

優茄ちゃん１歳の
お誕生日おめでとう。
これからもいーっぱい
素敵な笑顔見せてね。

平成17年８月31日生 挾間町古野

柊凪君、初めての
誕生日おめでとう！
日々の成長をみんな
楽しみにしていますよ。

イタズラに大忙しの飛夏。
いつも笑顔と幸せをありがとう☆★☆。
パパやママ、皆の愛情をいっぱい受け、
優しくてたくましい子に育ってね。

つぼね かんた

大久保 優茄ちゃん
おおくぼ ゆ うな

小野 柊凪くん

お　の しゅうな

平成17年８月11日生 湯布院町川南

佳奈ちゃんお誕生日おめでとう。
お兄ちゃん、お姉ちゃんと

仲良く遊んで、
大きく育ってネ。

佐藤 佳奈ちゃん

さとう か　な

石田 飛夏くん

い し だ ひゅうが

“大分国体出場を目指して”

合澤　さや香さん（23）
後藤　　涼　さん（高3）
　森　　正樹さん（高2）
安部　紗織さん（高1）

平成17年８月３日生 挾間町小野

平成17年８月18日生 挾間町向原
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M A C H I K A D O   Z O O M   U P

農地再生に牛が一役

地域の交通安全のために
挾間地域同尻地区老人クラブ「同尻日吉会」は、積極的な交通事故防

止活動を展開。「平成１７年度老人クラブ交通安全活動コンクール」で大分南警
察署長から交通安全優良クラブに認定、また６月には大分県警察本部交通部長
表彰を受賞しました。街頭での交通安全呼びかけや、通学時間帯の子どもたち
への見守りと声かけなど月２回の活動を実施。また、講習会参加など積極的な
地域活動が認められました。「地域から高齢者の交通事故ゼロと子どもたちの安
全のためにがんばっていきたい」と岡信綱会長は抱負を話してくれました。

庄内地域の「中山間等直接支払東部地区集落」が県のレンタ
カウ制度を活用し、蛇口地区の約２ヘクタールの耕作放棄地等でメス牛
２頭の放牧を始めました。牛が耕作放棄地の雑草等を食べたり歩き回
ることで、地面を軟らかくし、耕作可能な土地に回復させるのが目的。
６月２２日には、地区住民や関係者等が放牧の安全を祈願。耕作放棄
地の改善に、大きな期待が寄せられています。

期 待

貢 献

明るい社会を目指して

夏の涼を求め峡谷へ
７月９日、第２０回由布川峡谷まつりが別府市椿をメイン会場

に行われ、涼を求めに訪れた観光客等でにぎわいました。式典では、シ
ーズン中の入峡者の安全を祈願。首藤市長が「峡谷の素晴らしい自然
環境を満喫してほしい」とあいさつし、もちまきやテープカットを行いま
した。また、挾間の猿渡会場では記念品の無料配布やお楽しみ抽選会
があり、長い列ができていました。

７月１４日、「社会を明るくする運動」第１回由布市大会が湯
布院公民館で開かれました。当日は由布市保護区保護司会会員や関係
者約１２０人が出席。大会では市内小、中学生から応募した運動作文
と標語の最優秀者６名に表彰状を授与。また、受賞者３名による最優
秀作文の発表もありました。講演会では「こころの健康」を演題に勝
光寺住職の南慧昭さんが記念講演。最後に大会宣言を決議しました。

運 動

神 秘

由布市での思い出を胸に帰国

夏！私たちの町クリーン大作戦
７月２２日、「夏！私たちの町クリーン大作戦」が湯布院地域で行われ、

６歳から８４歳までの６７名が参加しました。この活動は、平成１４年に子ども
たちが「自分たちの手で町をきれいにしたい」ということから始まり、やがてそ
の子どもたちをサポートするために地域の大人も参加するようになったもの。今
年度、「県ごみゼロ推進隊」に任命されました。参加者は湯布院公民館から金
鱗湖・天祖神社までを３コースに分けて約１時間ごみ拾いへ。到着地では食事
ボランティアによる手づくりのこびり（石垣もち・おにぎり）で疲れを癒しました。

市内中学校にいるＡＬＴ（外国語指導助手）がこの夏で帰国す
ることとなりました。帰国するのはハナ・ルイス・ウォークさん（イギリス）
とアンドル・ジェームス・スツゥーズルさん（アメリカ）。それぞれ湯布院
中学と庄内中学に勤務していました。「湯布院地域の人たちの心の温か
さが良かったですね」と話すハナさんは２年間滞在。また、「生徒達が本
当に素晴らしかった」と言うアンドルさんは１年間の滞在でした。帰国後
はハナさんは大学へ、アンドルさんは休暇を楽しむ予定だそうです。

お別れ

協 働

まちを美しく

久大本線に新型車両が登場
ＪＲ九州大分支社に導入された新製２２０形気動車の出発

式が７月２９日、ＪＲ由布院駅で行われました。関係者によるテープカッ
トや、駅前広場での由布高校郷土芸能部による庄内神楽「大蛇退治」
の勇壮な舞いで、出発を祝いました。新車両は、久大本線の大分～鳥栖
間等で運行され、行き先を示す大型表示や車いすで利用できるトイレ
が設置されるなど、乗客にやさしいものになっています。

７月２９日、由布市建設業組合（秋吉善平会長）は７月の河
川愛護月間の一環として、庄内地域城ヶ原キャンプ場一帯の河川敷の
清掃活動を実施しました。同組合は由布市合併後の４月に発足。この
日は会員約７０名が参加し、河川敷のゴミ拾いや大雨で流れ着いた大
木の処分など、暑い中での作業を行いました。同組合は１１月の道路
月間でも道路清掃活動に取り組む予定だそうで、ボランティア活動へ
の積極的な参加と美しいまちづくりを目指しています。

ボランティア

快 適

まちかどまちかど プッアムズ～ズ～ムアップズ～ムアップ
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▲首藤市長と藤田駅長の合図で出発

いや

▲（右から）アンドルさんとハナさん
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8月のテーマ展示

後藤楢根　人と作品❺

後藤純平　嘉永3年（1858）～明治10年（1877）、庄内町出身、明治2年に起きた挾間・庄内一帯の一揆の指導者となる。その後、弁護士とな
るが、西南戦争に加わり処刑される。激動の時代を生き抜き、27歳でこの世を去った後藤純平とはどのような人物なのでしょうか。

死についていろんな考え方があるというのがこの本でよくわかります。国によって、宗教によって、それは様々な
考え方があるようです。生と死について改めて思うことのできる一冊です。

ケイタイひとつでふらりと都会に来た犬・カンちゃん。ケイタイのメールを通してカンちゃんの感動が伝わって
きます。あったかくてほっこり癒されます。肩の力を抜いて読める本です。

『草莽の志士　後藤純平　-大分県の幕末維新騒乱 -』清原　芳治　著　H289/ キ 郷土資料コーナー

『死にカタログ』　寄藤　文平　著　　　114.2/ ヨ　湾曲コーナー

『感動犬　カンドーケン』　しろやま　はる　著　　Y726.6/ シ　ヤングコーナー

あ

わが国では、糖尿病またはその疑いのある人は740万人近くいるとされています。食生活を改善するためにもこ
の本をしっかりと読んで予防や治療をしたいものです。

平成21年５月「に」ではなく「までに」始まる裁判員制度。今は18年８月なので、もうすぐですね。大分地裁よりビ
デオ付のブックレットをいただきました。この機会に「裁判員」のこと、身近に感じてみませんか。

『糖尿病に克つ生活読本』　相磯　嘉孝　著　　S493.1/ ア　健康コーナー

『裁判員制度』　最高裁判所　　　327.6/ サ　一般コーナー

「国家の浮沈は小学校の国語にかかっている」と主張する藤原正彦さんが、時事評論から身辺随想までをユーモア
たっぷりに論説しています。読みごたえのあるこの一冊、ぜひ、お読み下さい。

朗

JOY

『この国のけじめ』　藤原　正彦　著　　914.6/ フ　　一般コーナー

吾

むぎ

眠眠

ねこねこ多

司
書
お
す
す
め
の
一
冊
！

ほ
か
多
数

日 月 火 水 木 金 土

8月のカレンダー

「戦争と平和」
また巡り来る終戦記念日に
よせて、平和の尊さを再認
識したいものです。北朝鮮
の挑発に乗って、最近何だ
か国全体が右旋回をしはじ
めているような気配がする
のですが…。

8月のミニ展示

「絵画造形教室  
子ども作品展」
野津原の子ども達の力作が
並んでいます。
ぜひ見に来てくださいね。

　今回は「教育者としての後藤楢根・童話作家の育成」を紹介します。
　後藤楢根が昭和２１年に設立した「日本童話会」の門をくぐった多くの人が現
在童話作家として活躍しています。
　代表的な作家では　長崎源之助、西本鶏介、ズッコケシリーズの那須正幹、
王様シリーズの寺村輝夫（平成18年5月没）、いぬいとみこ、間所ひさこ、今江
祥智、佐藤さとる　等々。
　日本童話会は『日本童話会賞』を設け新人の育成につとめ、また、『全国同人
誌作家大会』を開催し一流の作家から若手作家、出版各社の編集者を交えての
研鑽の場を提供しました。
　「『日本童話会』の歴史のなかで『日本童話会賞』と『全国同人誌作家大会』は
大書されるべき功績だと思います。（略）…たいへん有意義な会でした。新しい
書き手にとって実に魅力がありました…（長崎源之助）」（「後藤楢根の世界」より）
　また、後藤楢根の著書「童話実作入門」（昭和46年刊 
東都書房）は童話作家を目指す人の指南書となり、多くの
人に読まれました。児童文学の新人育成につとめた業績に
より「モービル児童文化賞（昭和41年）」、「吉川英治賞（昭
和43年）」を受賞。次回は、最終回「教育者としての後藤
楢根・大学教授」を紹介します。

庄内図書室からお知らせ

シリーズ

極楽の余り風、炎風、湿風、夏疾風、どれも夏の風の名前。夏バテ気味のあなた、ひととき心の中に風を感じてみま
せんか。ほかにも｢雨の名前｣｢花の名前｣があり、楽しめます。

『風の名前』　高橋順子　著　　　湯布院公民館図書室　一般

3館の休館・休室日 挾間：おはなし会　湯布院：パソコン休室日

マシュー・スケルトン

山村　浩二

井上　暉堂

中村　啓信　編

茂手木　章

田口　早桐

松下　茂典

伊丹市昆虫館

三崎　航

島村菜津

飯島貴志
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絵本の読みかたり

10：30 ～11：00
「このゆびとまれ」

テレビゲームやインターネット等がもたらす映像メディアの悲劇の中
にお子さんを陥れないために、早期に読み聞かせを始め、読書週間
を身につけさせませんか。夜寝る前の１０分間の読み聞かせはいか
がでしょう。台所仕事をしている傍でお子さんから反対に読み聞か
せをしてもらうのもいいかもしれません。
読書は、言葉を学び感性を磨き、表現力を
高め、創造性を豊かにし、人生をより深く
生きる力を養います。

10

湯布院図書室からお知らせ由布市立（挾間）図書館からお知らせ

学習室2日と16日は午後半日のみです。気をつけてください。 ▲童話作家をめざす人の指南書

おはなし会▶

「親子10分間読書」のすすめ！
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きます。あったかくてほっこり癒されます。肩の力を抜いて読める本です。

『草莽の志士　後藤純平　-大分県の幕末維新騒乱 -』清原　芳治　著　H289/ キ 郷土資料コーナー

『死にカタログ』　寄藤　文平　著　　　114.2/ ヨ　湾曲コーナー

『感動犬　カンドーケン』　しろやま　はる　著　　Y726.6/ シ　ヤングコーナー

あ

わが国では、糖尿病またはその疑いのある人は740万人近くいるとされています。食生活を改善するためにもこ
の本をしっかりと読んで予防や治療をしたいものです。

平成21年５月「に」ではなく「までに」始まる裁判員制度。今は18年８月なので、もうすぐですね。大分地裁よりビ
デオ付のブックレットをいただきました。この機会に「裁判員」のこと、身近に感じてみませんか。

『糖尿病に克つ生活読本』　相磯　嘉孝　著　　S493.1/ ア　健康コーナー

『裁判員制度』　最高裁判所　　　327.6/ サ　一般コーナー

「国家の浮沈は小学校の国語にかかっている」と主張する藤原正彦さんが、時事評論から身辺随想までをユーモア
たっぷりに論説しています。読みごたえのあるこの一冊、ぜひ、お読み下さい。

朗

JOY

『この国のけじめ』　藤原　正彦　著　　914.6/ フ　　一般コーナー
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8月のカレンダー

「戦争と平和」
また巡り来る終戦記念日に
よせて、平和の尊さを再認
識したいものです。北朝鮮
の挑発に乗って、最近何だ
か国全体が右旋回をしはじ
めているような気配がする
のですが…。

8月のミニ展示

「絵画造形教室  
子ども作品展」
野津原の子ども達の力作が
並んでいます。
ぜひ見に来てくださいね。

　今回は「教育者としての後藤楢根・童話作家の育成」を紹介します。
　後藤楢根が昭和２１年に設立した「日本童話会」の門をくぐった多くの人が現
在童話作家として活躍しています。
　代表的な作家では　長崎源之助、西本鶏介、ズッコケシリーズの那須正幹、
王様シリーズの寺村輝夫（平成18年5月没）、いぬいとみこ、間所ひさこ、今江
祥智、佐藤さとる　等々。
　日本童話会は『日本童話会賞』を設け新人の育成につとめ、また、『全国同人
誌作家大会』を開催し一流の作家から若手作家、出版各社の編集者を交えての
研鑽の場を提供しました。
　「『日本童話会』の歴史のなかで『日本童話会賞』と『全国同人誌作家大会』は
大書されるべき功績だと思います。（略）…たいへん有意義な会でした。新しい
書き手にとって実に魅力がありました…（長崎源之助）」（「後藤楢根の世界」より）
　また、後藤楢根の著書「童話実作入門」（昭和46年刊 
東都書房）は童話作家を目指す人の指南書となり、多くの
人に読まれました。児童文学の新人育成につとめた業績に
より「モービル児童文化賞（昭和41年）」、「吉川英治賞（昭
和43年）」を受賞。次回は、最終回「教育者としての後藤
楢根・大学教授」を紹介します。

庄内図書室からお知らせ

シリーズ

極楽の余り風、炎風、湿風、夏疾風、どれも夏の風の名前。夏バテ気味のあなた、ひととき心の中に風を感じてみま
せんか。ほかにも｢雨の名前｣｢花の名前｣があり、楽しめます。

『風の名前』　高橋順子　著　　　湯布院公民館図書室　一般

3館の休館・休室日 挾間：おはなし会　湯布院：パソコン休室日

マシュー・スケルトン

山村　浩二

井上　暉堂

中村　啓信　編

茂手木　章

田口　早桐

松下　茂典

伊丹市昆虫館

三崎　航

島村菜津

飯島貴志
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絵本の読みかたり

10：30 ～11：00
「このゆびとまれ」

テレビゲームやインターネット等がもたらす映像メディアの悲劇の中
にお子さんを陥れないために、早期に読み聞かせを始め、読書週間
を身につけさせませんか。夜寝る前の１０分間の読み聞かせはいか
がでしょう。台所仕事をしている傍でお子さんから反対に読み聞か
せをしてもらうのもいいかもしれません。
読書は、言葉を学び感性を磨き、表現力を
高め、創造性を豊かにし、人生をより深く
生きる力を養います。

10

湯布院図書室からお知らせ由布市立（挾間）図書館からお知らせ

学習室2日と16日は午後半日のみです。気をつけてください。 ▲童話作家をめざす人の指南書

おはなし会▶

「親子10分間読書」のすすめ！



　由布川峡谷に行くには、国道２１０号の挾間郵便局
前の交差点から赤野に出て、朴木に行くのがわかりや
すい道です。
　夏は、猿渡橋から峡谷に降りると平地より３～４度
気温が低いので、涼を求めて訪れる人がとても多いと
ころです。峡谷は長さが１２km、深さが３０～４５ｍ
もあり、地上に開いた川幅が狭いのが特徴のＵ字型
谷で、初めて見る人は、身もすくむような高さです。
東洋のチロルとも言われ、水に削られた谷の壁面が苔
むし、岩面を天から流れ下る滝は、淡雪の滝・白糸
の滝・すだれの滝などの名前がつけられています。こ
のＵ字型谷は、由布火砕流が固まった地層に水が流
れて侵食し、深い谷を作ったものといわれています。
　春の若葉観賞、夏の涼、秋の紅葉狩りと季節ごと
に変化するその自然美は、多くの人の心を和ませます。
　また、岩の曲線と光と水と植物のかもし出す風景の
美しさが、よい写真の撮影スポットとしても有名です。
　駐車場と茶屋は、朴木側と小平側にあります。

みんなのひろばみんなのひろば●

●次回紹介は……
　県指定有形文化財「仏光寺の六地蔵」など
です。お楽しみに！

▲あすなろ茶屋（小平側） ▲おふくろの店（朴木側）

▲初代狭間直重の墓

問い合わせ

由布市文化財探訪由布市文化財探訪 その.7

2006.8⑨⑧2006.8

今回は挾間町の県指定文化財「狭間氏五輪
塔群」と県指定名勝の「由布川峡谷」を紹介
します。

　国道２１０号を、庄内から大分市へ向かって進み、
挾間の農協の駐車場を、徒歩で少し上がり、３０メー
トルほど進むと「狭間氏五輪塔群」の看板が見えます。
　狭い石畳道を中に入ると、狭間氏歴代当主の堂々
たる五輪の塔が１５数基、小さなものも合わせると
２０数基の五輪塔が並び、当時この地を治めていた豪
族のいにしえの栄華を物語っています。
　初代狭間直重は大友氏二代目親秀の四男で、その
墓は、高さが１７０センチと大きく、塔身に梵字を薬
研彫りにしてあり、彫りもしっかりしていて狭間氏全
盛の時代が想像できます。
　狭間氏は、天正１４年島津氏との戦乱のおり、庄内
町龍原の権現岳城を主戦場として戦いました。
　狭間氏最後の当主鎮秀は、この戦いの後、大友吉
統に由布院で滅ぼされ、狭間氏は終焉をむかえること
となります。

由布市陣屋の村歴史民俗資料館
☎ 097－583－3941
由布市教育委員会　生涯学習課文化振興係
☎ 0977－84－3111（内233）

HOT LINEHOT LINE

由布市総合政策課
☎097-582-1111 内線222

試　験

相　談

みんなのひろばみんなのひろば

大分県職員採用試験
　受験資格などの詳細は、人事委員会事務局等で
配布する受験案内でご確認ください。
試験区分  中級（総合土木）、初級（一般事務、警察
事務、総合土木）、医療Ⅱ（臨床検査技師、理学療
法士、学校栄養職員）
受付期限　８月23日㈬※インターネット受け付け
は、８月16日㈬まで。
試験日　９月24日㈰
問い合わせ　県人事委員会事務局公務員課（☎097
－536－1111 内線5200）
http://www.pref.oita.jp/22000/

大分県警察官（高卒程度）採用試験
試験区分　一般、武道（柔道・剣道）
受付期限　８月23日㈬※インターネット受け付け
は、８月16日㈬まで。
資格　昭和50年４月２日生～平成元年４月１日生
の人で、大学卒業又は卒業見込みの人を除く（武道
は男性のみ）。
試験日　10月15日㈰
問い合わせ  フレッシュ 110番（☎0120－204
－110）

防衛庁看護学生採用試験
資格　高卒（見込含）24歳未満の者
受付期間　９月８日㈮～９月29日㈮
試験日　10月15日㈰
問い合わせ　自衛隊大分募集案内所（☎097－54
6－2177）

行政相談
　行政相談委員による相談所を毎月開設していま
す。役所の仕事に対する要望や苦情、意見などお
気軽にご相談ください。相談は無料で秘密は守ら
れます。
挾間開催日時　毎月第１土曜日（次回は９月２日）、
午前９時～12時
場所　はさま未来館２階
委員　大嶋昌子（☎097－583－2519）
庄内開催日時　毎月18日（次回は８月18日、９月
19日）、午前10時～午後３時
場所　庄内庁舎１階相談室
委員　渡邉音一（☎097－582－2432）
湯布院開催日時　毎月第４木曜日（次回は８月24
日）、午後１時～４時
場所　湯布院社会福祉センター
委員　足利能彦（☎0977－84－2714）
※毎月の相談日以外でも、総務省大分行政評価事
務所（大分市新川町２－１－36、☎097－533－
1100）、または行政相談委員の自宅で相談に応じ
ています。

年金無料相談会
日時と場所
　８月18日㈮、９月15日㈮庄内町商工会館
　８月25日㈮湯布院町商工会館
　９月８日㈮挾間町商工会館
　各回とも午前10時～午後３時
相談員　生野基（社会保険労務士・年金コンサルタ
ント）
申込・問い合わせ
庄内町商工会（☎097－582－0094）
挾間町商工会（☎097－582－0235）
湯布院町商工会（☎0977－84－2445）
※事前の予約が必要です。

無料人権相談所
日時と場所　８月22日㈫はさま未来館
　　　　　　８月30日㈬庄内公民館
　　　　　　各日とも午前10時～午後３時
内容　金銭、登記、相続、家庭内の問題等
担当者　法務局職員、人権擁護委員
問い合わせ　大分地方法務局（☎097－532－3
161内線36）

由布川峡谷
涼しい谷・美しい峡谷

　珍しい動植物・写真スポット

ちかひで

しずひで

しゅうえん

▲２代目狭間重泰の墓



　由布川峡谷に行くには、国道２１０号の挾間郵便局
前の交差点から赤野に出て、朴木に行くのがわかりや
すい道です。
　夏は、猿渡橋から峡谷に降りると平地より３～４度
気温が低いので、涼を求めて訪れる人がとても多いと
ころです。峡谷は長さが１２km、深さが３０～４５ｍ
もあり、地上に開いた川幅が狭いのが特徴のＵ字型
谷で、初めて見る人は、身もすくむような高さです。
東洋のチロルとも言われ、水に削られた谷の壁面が苔
むし、岩面を天から流れ下る滝は、淡雪の滝・白糸
の滝・すだれの滝などの名前がつけられています。こ
のＵ字型谷は、由布火砕流が固まった地層に水が流
れて侵食し、深い谷を作ったものといわれています。
　春の若葉観賞、夏の涼、秋の紅葉狩りと季節ごと
に変化するその自然美は、多くの人の心を和ませます。
　また、岩の曲線と光と水と植物のかもし出す風景の
美しさが、よい写真の撮影スポットとしても有名です。
　駐車場と茶屋は、朴木側と小平側にあります。

みんなのひろばみんなのひろば●

●次回紹介は……
　県指定有形文化財「仏光寺の六地蔵」など
です。お楽しみに！

▲あすなろ茶屋（小平側） ▲おふくろの店（朴木側）

▲初代狭間直重の墓

問い合わせ

由布市文化財探訪由布市文化財探訪 その.7

2006.8⑨⑧2006.8

今回は挾間町の県指定文化財「狭間氏五輪
塔群」と県指定名勝の「由布川峡谷」を紹介
します。

　国道２１０号を、庄内から大分市へ向かって進み、
挾間の農協の駐車場を、徒歩で少し上がり、３０メー
トルほど進むと「狭間氏五輪塔群」の看板が見えます。
　狭い石畳道を中に入ると、狭間氏歴代当主の堂々
たる五輪の塔が１５数基、小さなものも合わせると
２０数基の五輪塔が並び、当時この地を治めていた豪
族のいにしえの栄華を物語っています。
　初代狭間直重は大友氏二代目親秀の四男で、その
墓は、高さが１７０センチと大きく、塔身に梵字を薬
研彫りにしてあり、彫りもしっかりしていて狭間氏全
盛の時代が想像できます。
　狭間氏は、天正１４年島津氏との戦乱のおり、庄内
町龍原の権現岳城を主戦場として戦いました。
　狭間氏最後の当主鎮秀は、この戦いの後、大友吉
統に由布院で滅ぼされ、狭間氏は終焉をむかえること
となります。

由布市陣屋の村歴史民俗資料館
☎ 097－583－3941
由布市教育委員会　生涯学習課文化振興係
☎ 0977－84－3111（内233）

HOT LINEHOT LINE

由布市総合政策課
☎097-582-1111 内線222

試　験

相　談

みんなのひろばみんなのひろば

大分県職員採用試験
　受験資格などの詳細は、人事委員会事務局等で
配布する受験案内でご確認ください。
試験区分  中級（総合土木）、初級（一般事務、警察
事務、総合土木）、医療Ⅱ（臨床検査技師、理学療
法士、学校栄養職員）
受付期限　８月23日㈬※インターネット受け付け
は、８月16日㈬まで。
試験日　９月24日㈰
問い合わせ　県人事委員会事務局公務員課（☎097
－536－1111 内線5200）
http://www.pref.oita.jp/22000/

大分県警察官（高卒程度）採用試験
試験区分　一般、武道（柔道・剣道）
受付期限　８月23日㈬※インターネット受け付け
は、８月16日㈬まで。
資格　昭和50年４月２日生～平成元年４月１日生
の人で、大学卒業又は卒業見込みの人を除く（武道
は男性のみ）。
試験日　10月15日㈰
問い合わせ  フレッシュ 110番（☎0120－204
－110）

防衛庁看護学生採用試験
資格　高卒（見込含）24歳未満の者
受付期間　９月８日㈮～９月29日㈮
試験日　10月15日㈰
問い合わせ　自衛隊大分募集案内所（☎097－54
6－2177）

行政相談
　行政相談委員による相談所を毎月開設していま
す。役所の仕事に対する要望や苦情、意見などお
気軽にご相談ください。相談は無料で秘密は守ら
れます。
挾間開催日時　毎月第１土曜日（次回は９月２日）、
午前９時～12時
場所　はさま未来館２階
委員　大嶋昌子（☎097－583－2519）
庄内開催日時　毎月18日（次回は８月18日、９月
19日）、午前10時～午後３時
場所　庄内庁舎１階相談室
委員　渡邉音一（☎097－582－2432）
湯布院開催日時　毎月第４木曜日（次回は８月24
日）、午後１時～４時
場所　湯布院社会福祉センター
委員　足利能彦（☎0977－84－2714）
※毎月の相談日以外でも、総務省大分行政評価事
務所（大分市新川町２－１－36、☎097－533－
1100）、または行政相談委員の自宅で相談に応じ
ています。

年金無料相談会
日時と場所
　８月18日㈮、９月15日㈮庄内町商工会館
　８月25日㈮湯布院町商工会館
　９月８日㈮挾間町商工会館
　各回とも午前10時～午後３時
相談員　生野基（社会保険労務士・年金コンサルタ
ント）
申込・問い合わせ
庄内町商工会（☎097－582－0094）
挾間町商工会（☎097－582－0235）
湯布院町商工会（☎0977－84－2445）
※事前の予約が必要です。

無料人権相談所
日時と場所　８月22日㈫はさま未来館
　　　　　　８月30日㈬庄内公民館
　　　　　　各日とも午前10時～午後３時
内容　金銭、登記、相続、家庭内の問題等
担当者　法務局職員、人権擁護委員
問い合わせ　大分地方法務局（☎097－532－3
161内線36）

由布川峡谷
涼しい谷・美しい峡谷

　珍しい動植物・写真スポット

ちかひで

しずひで

しゅうえん

▲２代目狭間重泰の墓



みんなのひろばみんなのひろば●

2006.8⑪⑩2006.8

ひきこもり家族教室
日時　９月13日㈬、10月11日㈬、12月13日㈬、
午後１時～３時30分
場所　県精神保健福祉センター（大分市玉沢）
内容　講義、話し合い、体験報告、活動報告
申込・問い合わせ　県精神保健福祉センター（☎0
97－541－6290）

造園関連技能講習会
期間　10月６日～10月18日の間の10日間
場所　砂山庭園（大分市横尾）
対象者　55歳以上64歳までの方（平成18年10月
６日現在）で、研修終了後、造園業務に就職（業）可
能な人
受講料　無料
申込期間　８月15日㈫～９月26日㈫
申込・問い合わせ　由布市シルバー人材センター
（☎097－540－7992）

パソコン講習会

対象　由布市在住の方
定員　各20人（希望者多数の場合、抽選）
講習時間　毎回、午前10時～12時
講師　ゆめネット挾間会員
受講料　1,550円（資料代等）
講習場所　挾間高齢者等就業支援
センター（由布市挾間町向原）
申込方法　ハガキに希望講座月、
住所、氏名、年齢、電話番号を明
記の上、申し込みください。※ワード１とワード２
は続きの講座になっています。両講座同時に申し
込みも可能です。
申込期限　８月29日（必着）
申込先　〒879－5502　由布市挾間町向原17－
2  挾間高齢者等就業支援センター内「ゆめネット
挾間」
問い合わせ　ゆめネット挾間・鷲野（☎097－58
6－3732）

看護力再開発講習会
日時　10月11日㈬～10月20日㈮の間の７日間、
午前９時30分～午後４時30分
場所  大分県看護研修センター（大分市寿町）
対象者　保健師、助産師、看護師、准看護師の資
格を持ち、家庭にいて就業を希望する人
受講料　無料（但し、資料代2,000円）
申込期間　８月９日㈬～９月８日㈮
申込・問い合わせ　大分県ナースセンター（☎097
－534－8118）

湯布院町合同慰霊祭
日時　８月16日㈬、合同慰霊祭19：00、庭入り
19：30、供養盆踊り20：00
場所　新町由布見通り
雨天の場合は、合同慰霊祭のみコミュニティセン
ター大ホールで行います。

障がい者就職面接会
　参加を希望する障がい者や事業主の方は、最寄
りのハローワークまでお問い合わせください。
日時　９月22日㈮午後２時～４時
場所　大分東洋ホテル（大分市田室町）

第３１回湯布院映画祭
　邦画の映画祭で映画監督や俳優を招き、シンポ
ジウムを開催します。
期間　８月23日㈭～８月27日㈰
場所  湯布院公民館
問い合わせ　湯布院映画祭実行委員会（☎097－
532－2426）、由布院温泉観光組合総合事務所（☎
0977－85－4464）

湯平白熊まつり
　湯平温泉石畳を中心に毛ヤリ（白熊）、みこし、
子ども太鼓が奉納されます。
期間　９月14日㈭～９月15日㈮
場所　湯平温泉
問い合わせ  湯平温泉観光案内所（☎0977－86－
2367）

募　集
教室・講習会

お知らせ

催　し

子どもの人権110番
日時　８月28日㈪～９月３日㈰
　　　午前８時30分～午後６時30分（平日）
　　　午前10時～午後５時（土日）
内容　学校におけるいじめ、体罰、児童虐待、児
童売春など子どもに関する人権問題
相談電話番号　0570－070－110
担当者　法務局職員、人権擁護委員
問い合わせ　大分地方法務局（☎097－532－31
61 内線36）

成年後見制度無料セミナー・相談会
日時　９月10日㈰午後１時～５時
場所　大分市文化会館第１小ホール
内容　セミナー「成年後見制度利用による老後のく
らし」、相談会（成年後見、遺言、悪質商法等）
問い合わせ　ＮＰＯ法人とよのくに成年後見支援
センター（☎097－503－5636）

県弁護士会法律相談センター
日時　平日の午後１時30分～４時30分
場所　県弁護士会館（大分市中島西）
相談料　30分　5,000円　　
※相談日の午前中までに事前の予約が必要です。
申込・問い合わせ　県弁護士会法律相談センター
（☎097－536－1458）

防犯標語を募集します
　庄内町商工会青年部が、防犯に関することをテー
マにした「標語」を募集します。最優秀賞の標語は
ステッカーに掲載します。 
対象者　由布市内在住の高校生以下
賞品  最優秀賞１名（カタログギフト５千円分）、優
秀賞２名（カタログギフト３千円分）
応募方法　往復はがきに、標語（２点まで）、氏名、
年齢、学校名（学年）、住所、電話番号を記入して
庄内町商工会宛て郵送
申込期限　９月８日㈮
申込・問い合わせ　庄内町商工会青年部事務局
（〒879－5421　由布市庄内町柿原207－４　
☎097－582－0094）

第６回ゆふいんこども音楽祭おとなスタッフ募集
　子どもたちと一緒に音楽祭を作り上げませんか。
当日の会場や駐車場の設営、受付、食事の炊き出
しなどを手伝っていただける方を募集しています
（子どもスタッフの募集は終了しました）。
日程　11月３日㈮準備・前夜祭
　　　11月４日㈯本公演
　　　11月５日㈰片付け
場所　湯布院公民館
問い合わせ  ゆふいんこども音楽祭実行委員会事務
局・米田（☎090－3609－2022）

椎茸作り研修生募集
　県内で原木椎茸栽培を希望する意欲あふれる人
を募集します。希望者多数の場合は選考あり。
開講日　10月下旬
場所　きのこ研究所（豊後大野市）
区分　①栽培体験研修（日曜日４回）30名　②技術
習得研修（週１回、３カ月）5名　③就業定着研修（週
１回、６カ月）5名
申込期間　８月15日㈫～９月８日㈮
申込方法　由布市農政課、県中部振興局野菜・椎
茸班で受講申込書に記入してください。
問い合わせ　県林産振興室（☎097－536－111
1 内線3837）

消防設備士法定（義務）講習
講習日　〈消火設備１類・２類・３類〉10月11日
㈬、〈警報設備４類・７類〉10月12日㈭、〈避難設
備・消火器５類・６類〉10月13日㈮
場所　県教育会館（大分市下郡）
対象者　①平成16年度に消防設備士の免状を取得
した人（２年目講習）　②平成13年度に消防設備士
法定講習を受けた人（５年目講習）　③法定期限内
に消防設備士法定講習を受けていない人
受付期間　９月１日㈮～９月29日㈮
申込方法  受講対象者には、受講申請書を郵送しま
す。未着の場合は、市防災危機管理室や市消防本
部等で申請書を受領してください。
申込・問い合わせ　県消防設備安全協会（☎097－
537－3125）
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2006.8⑪⑩2006.8

ひきこもり家族教室
日時　９月13日㈬、10月11日㈬、12月13日㈬、
午後１時～３時30分
場所　県精神保健福祉センター（大分市玉沢）
内容　講義、話し合い、体験報告、活動報告
申込・問い合わせ　県精神保健福祉センター（☎0
97－541－6290）

造園関連技能講習会
期間　10月６日～10月18日の間の10日間
場所　砂山庭園（大分市横尾）
対象者　55歳以上64歳までの方（平成18年10月
６日現在）で、研修終了後、造園業務に就職（業）可
能な人
受講料　無料
申込期間　８月15日㈫～９月26日㈫
申込・問い合わせ　由布市シルバー人材センター
（☎097－540－7992）

パソコン講習会

対象　由布市在住の方
定員　各20人（希望者多数の場合、抽選）
講習時間　毎回、午前10時～12時
講師　ゆめネット挾間会員
受講料　1,550円（資料代等）
講習場所　挾間高齢者等就業支援
センター（由布市挾間町向原）
申込方法　ハガキに希望講座月、
住所、氏名、年齢、電話番号を明
記の上、申し込みください。※ワード１とワード２
は続きの講座になっています。両講座同時に申し
込みも可能です。
申込期限　８月29日（必着）
申込先　〒879－5502　由布市挾間町向原17－
2  挾間高齢者等就業支援センター内「ゆめネット
挾間」
問い合わせ　ゆめネット挾間・鷲野（☎097－58
6－3732）

看護力再開発講習会
日時　10月11日㈬～10月20日㈮の間の７日間、
午前９時30分～午後４時30分
場所  大分県看護研修センター（大分市寿町）
対象者　保健師、助産師、看護師、准看護師の資
格を持ち、家庭にいて就業を希望する人
受講料　無料（但し、資料代2,000円）
申込期間　８月９日㈬～９月８日㈮
申込・問い合わせ　大分県ナースセンター（☎097
－534－8118）

湯布院町合同慰霊祭
日時　８月16日㈬、合同慰霊祭19：00、庭入り
19：30、供養盆踊り20：00
場所　新町由布見通り
雨天の場合は、合同慰霊祭のみコミュニティセン
ター大ホールで行います。

障がい者就職面接会
　参加を希望する障がい者や事業主の方は、最寄
りのハローワークまでお問い合わせください。
日時　９月22日㈮午後２時～４時
場所　大分東洋ホテル（大分市田室町）

第３１回湯布院映画祭
　邦画の映画祭で映画監督や俳優を招き、シンポ
ジウムを開催します。
期間　８月23日㈭～８月27日㈰
場所  湯布院公民館
問い合わせ　湯布院映画祭実行委員会（☎097－
532－2426）、由布院温泉観光組合総合事務所（☎
0977－85－4464）

湯平白熊まつり
　湯平温泉石畳を中心に毛ヤリ（白熊）、みこし、
子ども太鼓が奉納されます。
期間　９月14日㈭～９月15日㈮
場所　湯平温泉
問い合わせ  湯平温泉観光案内所（☎0977－86－
2367）

募　集
教室・講習会

お知らせ

催　し

子どもの人権110番
日時　８月28日㈪～９月３日㈰
　　　午前８時30分～午後６時30分（平日）
　　　午前10時～午後５時（土日）
内容　学校におけるいじめ、体罰、児童虐待、児
童売春など子どもに関する人権問題
相談電話番号　0570－070－110
担当者　法務局職員、人権擁護委員
問い合わせ　大分地方法務局（☎097－532－31
61 内線36）

成年後見制度無料セミナー・相談会
日時　９月10日㈰午後１時～５時
場所　大分市文化会館第１小ホール
内容　セミナー「成年後見制度利用による老後のく
らし」、相談会（成年後見、遺言、悪質商法等）
問い合わせ　ＮＰＯ法人とよのくに成年後見支援
センター（☎097－503－5636）

県弁護士会法律相談センター
日時　平日の午後１時30分～４時30分
場所　県弁護士会館（大分市中島西）
相談料　30分　5,000円　　
※相談日の午前中までに事前の予約が必要です。
申込・問い合わせ　県弁護士会法律相談センター
（☎097－536－1458）

防犯標語を募集します
　庄内町商工会青年部が、防犯に関することをテー
マにした「標語」を募集します。最優秀賞の標語は
ステッカーに掲載します。 
対象者　由布市内在住の高校生以下
賞品  最優秀賞１名（カタログギフト５千円分）、優
秀賞２名（カタログギフト３千円分）
応募方法　往復はがきに、標語（２点まで）、氏名、
年齢、学校名（学年）、住所、電話番号を記入して
庄内町商工会宛て郵送
申込期限　９月８日㈮
申込・問い合わせ　庄内町商工会青年部事務局
（〒879－5421　由布市庄内町柿原207－４　
☎097－582－0094）

第６回ゆふいんこども音楽祭おとなスタッフ募集
　子どもたちと一緒に音楽祭を作り上げませんか。
当日の会場や駐車場の設営、受付、食事の炊き出
しなどを手伝っていただける方を募集しています
（子どもスタッフの募集は終了しました）。
日程　11月３日㈮準備・前夜祭
　　　11月４日㈯本公演
　　　11月５日㈰片付け
場所　湯布院公民館
問い合わせ  ゆふいんこども音楽祭実行委員会事務
局・米田（☎090－3609－2022）

椎茸作り研修生募集
　県内で原木椎茸栽培を希望する意欲あふれる人
を募集します。希望者多数の場合は選考あり。
開講日　10月下旬
場所　きのこ研究所（豊後大野市）
区分　①栽培体験研修（日曜日４回）30名　②技術
習得研修（週１回、３カ月）5名　③就業定着研修（週
１回、６カ月）5名
申込期間　８月15日㈫～９月８日㈮
申込方法　由布市農政課、県中部振興局野菜・椎
茸班で受講申込書に記入してください。
問い合わせ　県林産振興室（☎097－536－111
1 内線3837）

消防設備士法定（義務）講習
講習日　〈消火設備１類・２類・３類〉10月11日
㈬、〈警報設備４類・７類〉10月12日㈭、〈避難設
備・消火器５類・６類〉10月13日㈮
場所　県教育会館（大分市下郡）
対象者　①平成16年度に消防設備士の免状を取得
した人（２年目講習）　②平成13年度に消防設備士
法定講習を受けた人（５年目講習）　③法定期限内
に消防設備士法定講習を受けていない人
受付期間　９月１日㈮～９月29日㈮
申込方法  受講対象者には、受講申請書を郵送しま
す。未着の場合は、市防災危機管理室や市消防本
部等で申請書を受領してください。
申込・問い合わせ　県消防設備安全協会（☎097－
537－3125）
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